
日
朝
会
談
「
無
条
件
」
伝
達

地
震
の
想
定
震
源
域
内
だ

が
、
直
ち
に
巨
大
地
震
に
つ

な
が
る
も
の
で
は
な
い
と
の

見
解
を
示
し
た
。

　

大
分
市
消
防
局
に
よ
る

と
、
市
内
で
自
宅
の
庭
木

の
剪
定
を
し
て
い
た
男
性

（
７
９
）
が
脚
立
か
ら
落
ち

て
頭
か
ら
出
血
し
、
救
急
搬

送
さ
れ
た
。
意
識
は
あ
り
、

命
に
別
条
は
な
い
。
宮
崎
県

に
よ
る
と
、
県
内
で
人
的
被

害
の
情
報
は
な
い
。

　

宮
崎
市
内
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
保
守
管
理
を
担
当
す
る

会
社
に
よ
る
と
、
市
内
の
ビ

ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
大
半
の

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
共
同
＝
小
笠
原
慎
二
】
菅
義
偉
官
房
長
官
は
９
日
午
後
（
日
本
時

間
１
０
日
午
前
）、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
の
国
務
省
で
ポ
ン
ペ
オ
国
務
長
官
と
会
談
し
、

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
て
日
米
で
緊
密
に
連
携
し

て
い
く
方
針
を
確
認
し
た
。
菅
氏
は
、
安
倍
晋
三
首
相
が
前
提
条
件
を
付
け
ず
に

金
正
恩
朝
鮮
労
働
党
委
員
長
と
会
談
を
目
指
す
と
伝
達
。
両
氏
は
国
連
安
全
保
障

理
事
会
の
対
北
朝
鮮
制
裁
決
議
を
完
全
履
行
す
る
方
針
で
一
致
し
た
。

菅
氏
、
ポ
ン
ペ
オ
氏
と
確
認

広
範
囲
揺
れ
、
大
分
で
搬
送

拉致解決へ日米で連携南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
直
結
せ
ず

宮
崎
で
震
度
５
弱
、
Ｍ
６・３

幼
保
無
償
化
法
が
成
立

消
費
増
税
合
わ
せ
１
０
月
開
始

度
１
〜
４
の
揺
れ
を
観
測
し

た
。
宮
崎
、
高
知
両
県
の
沿

岸
で
若
干
の
海
面
変
動
が
予

想
さ
れ
た
が
、
被
害
は
な

か
っ
た
。
こ
の
地
震
の
前
後

に
も
、
日
向
灘
を
震
源
地
と

す
る
地
震
が
相
次
い
だ
。

　

気
象
庁
地
震
津
波
監
視
課

の
中
村
雅
基
課
長
は
記
者
会

見
し
、
震
源
は
南
海
ト
ラ
フ

　
【
共
同
】
１
０
日
午
前
８

時
４
８
分
ご
ろ
、
宮
崎
県
の

宮
崎
市
と
都
城
市
で
震
度
５

弱
の
地
震
が
あ
っ
た
。
気
象

庁
に
よ
る
と
、
震
源
地
は

日
向
灘
で
深
さ
約
２
５
キ

ロ
。
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
６
・
３
と

推
定
さ
れ
る
。
近
畿
、
中
四

国
、
九
州
の
広
範
囲
で
震

米
、
対
中
関
税
２
５
％
発
動

５
７
０
０
品
目
、
２
２
兆
円

会
談
後
、
記
者
団
に
「
拉
致

問
題
の
早
期
解
決
に
向
け

て
、
引
き
続
き
緊
密
に
連
携

し
て
い
く
と
確
認
し
た
」
と

強
調
。
北
朝
鮮
が
４
日
に
続

き
９
日
も
飛
翔
体
を
発
射
し

た
こ
と
へ
の
対
応
に
関
し
、

あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
協
力
し

て
当
た
る
こ
と
で
一
致
し

た
。

　

今
月
下
旬
に
予
定
す
る
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
国
賓
来
日

の
成
功
へ
日
米
で
し
っ
か

り
と
準
備
を
進
め
る
こ
と
を

確
認
。
日
米
が
目
指
す
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
の
実
現
へ
協
力
す
る
こ

と
で
一
致
し
た
。

　

シ
ャ
ナ
ハ
ン
氏
と
の
会
談

で
菅
氏
は
「
日
米
同
盟
は
イ

ン
ド
太
平
洋
の
平
和
と
繁
栄

の
礎
だ
。
日
本
も
防
衛
能
力

の
強
化
を
通
じ
て
同
盟
の
抑

止
力
と
対
処
力
の
強
化
に
貢

献
す
る
」
と
語
っ
た
。
米
軍

再
編
で
は
「
沖
縄
の
負
担
軽

減
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。

国
防
総
省
は
９
日
の
飛
翔
体

に
関
し
て
弾
道
ミ
サ
イ
ル
と

断
定
し
た
が
、
日
本
政
府
は

世
帯
の
支
援
が
狙
い
。
無
償

化
は
安
倍
政
権
の
目
玉
政
策

で
、
消
費
税
増
税
に
合
わ
せ

１
０
月
に
始
ま
る
。
低
所
得

世
帯
の
学
生
を
対
象
に
大
学

な
ど
高
等
教
育
機
関
の
無
償

化
を
図
る
新
法
も
参
院
本
会

議
で
成
立
し
、
２
０
２
０
年

４
月
に
施
行
さ
れ
る
予
定
。

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
で
は
、
国
の
基
準
に
満
た

な
い
施
設
も
含
ま
れ
る
た

め
、
安
全
面
を
中
心
と
す
る

保
育
の
質
の
確
保
が
課
題

だ
。
成
立
か
ら
の
準
備
期
間

が
短
く
、
実
務
を
担
う
自
治

体
の
混
乱
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

３
〜
５
歳
児
は
原
則
全
世

帯
、
０
〜
２
歳
児
は
低
所
得

世
帯
を
対
象
に
認
可
保
育
所

や
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど
も
園

の
利
用
料
を
無
償
化
す
る
。

国
の
基
準
を
満
た
さ
な
い
認

可
外
保
育
所
な
ど
も
、
経
過

措
置
と
し
て
５
年
間
は
一
定

額
の
範
囲
で
費
用
を
補
助
す

る
。
補
助
の
上
限
は
３
〜
５

バ
ス
転
落
、
１
４
人
重
軽
傷

群
馬
・
南
牧
、
２
０
メ
ー
ト
ル
下
斜
面
に

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
北
京
共

同
＝
藤
原
章
博
、
西
川
廉

平
】
米
国
は
１
０
日
午
前
０

歳
が
月
３
万
７
千
円
、
０
〜

２
歳
は
月
４
万
２
千
円
の
た

め
、
保
護
者
の
負
担
が
残
る

場
合
も
あ
る
。

　

認
可
外
の
施
設
を
無
償
化

の
対
象
に
し
た
こ
と
に
対

し
、
安
全
面
を
心
配
す
る
声

は
根
強
い
。
立
憲
民
主
党
な

ど
は
「
淘
汰
さ
れ
る
は
ず
の

質
の
悪
い
施
設
ま
で
対
象
と

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
」
と
批
判
し
た
。
安
倍
晋

三
首
相
は
、
認
可
施
設
を
希

望
し
て
も
入
れ
な
い
待
機
児

童
の
問
題
が
解
消
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
考
慮
し
「
や
む

を
得
ず
認
可
外
を
利
用
す
る

人
が
い
る
。
負
担
軽
減
の
観

点
か
ら
認
可
外
も
対
象
と
し

た
」と
理
解
を
求
め
て
い
る
。

　

自
治
体
は
１
０
月
ま
で
の

５
カ
月
足
ら
ず
で
、
対
象
施

設
の
把
握
や
給
付
に
関
す

る
作
業
を
終
え
る
必
要
が
あ

る
。

　

菅
氏
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
郊

外
の
国
防
総
省
で
シ
ャ
ナ
ハ

ン
国
防
長
官
代
行
と
も
会
談

し
、米
軍
普
天
間
飛
行
場（
沖

縄
県
宜
野
湾
市
）
の
名
護
市

辺
野
古
移
設
を
含
め
、
米
軍

再
編
と
沖
縄
の
基
地
負
担
軽

減
を
着
実
に
実
施
す
る
と
申

し
合
わ
せ
た
。

　

菅
氏
は
ポ
ン
ペ
オ
氏
と
の

　
【
共
同
】
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
を
実
施
す
る
改

正
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

は
１
０
日
の
参
院
本
会
議

で
、
自
民
党
と
公
明
党
、
国

民
民
主
党
、
日
本
維
新
の
会

な
ど
の
賛
成
多
数
に
よ
り
可

決
、
成
立
し
た
。
子
育
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
、

復
旧
作
業
に
追
わ
れ
た
。

　

交
通
各
社
に
よ
る
と
、
九

州
新
幹
線
は
緊
急
停
止
し
、

す
ぐ
運
行
を
再
開
。
上
下
線

で
最
大
１
６
分
の
遅
れ
が
出

た
。
在
来
線
は
日
豊
線
と
吉

都
線
の
一
部
で
徐
行
運
転
し

た
。
高
速
道
路
は
宮
崎
自
動

車
道
の
全
線
と
、
九
州
道
、

東
九
州
道
の
一
部
で
時
速

５
０
キ
ロ
の
速
度
規
制
を
実

施
し
た
。
宮
崎
、
熊
本
、
鹿

児
島
の
３
空
港
は
異
常
が
な

い
と
確
認
さ
れ
た
。

昆
虫
搬
出
未
遂

で
邦
人
禁
錮
刑

エ
ク
ア
ド
ル
、
上
訴
方
針

大
学
無
償
化
法
が
成
立

２
０
年
度
か
ら
低
所
得
世
帯
対
象

　
【
共
同
】
低
所
得
世
帯
の

学
生
を
対
象
に
大
学
な
ど
高

等
教
育
機
関
の
無
償
化
を
図

る
新
法
が
１
０
日
の
参
院
本

会
議
で
与
党
な
ど
の
賛
成

多
数
で
可
決
、
成
立
し
た
。

２
０
２
０
年
４
月
に
施
行
さ

れ
る
予
定
で
、
文
部
科
学
省

は
対
象
と
な
る
学
生
や
大
学

な
ど
の
確
認
作
業
を
急
ぐ
。

　

文
科
省
に
よ
る
と
、
国
や

自
治
体
が
学
生
の
授
業
料
や

入
学
金
を
減
免
す
る
ほ
か
、

生
活
費
な
ど
に
充
当
で
き
る

返
済
不
要
の
「
給
付
型
奨
学

金
」
を
支
給
す
る
。
対
象

会
談
で
説
明
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
に
つ
い
て
「
詳
細
は
控

え
た
い
」
と
し
た
。

　

菅
氏
は
拉
致
問
題
と
沖
縄

基
地
負
担
軽
減
の
担
当
相
を

兼
務
。
１
０
日
に
は
ペ
ン
ス

副
大
統
領
と
も
会
う
予
定
で

「
異
例
の
厚
遇
」（
日
米
外
交

筋
）
と
な
る
。

シャナハン国防長官代行（左から２人目）と会談する菅官房長官（右手前から３
人目）＝９日、ワシントン郊外の米国防総省（在米日本大使館提供・共同）

は
住
民
税
非
課
税
世
帯
を
基

本
と
し
、
夫
婦
と
子
ど
も
２

人
（
１
人
が
大
学
生
）
の
家

庭
の
場
合
、
年
収
２
７
０
万

円
未
満
が
目
安
。
年
収

３
８
０
万
円
未
満
で
あ
れ
ば

　
【
共
同
】
１
０
日
午
後
２

時
５
０
分
ご
ろ
、
群
馬
県
南

牧
村
大
仁
田
の
烏
帽
子
岳
登

山
口
の
駐
車
場
付
近
で
、
停

車
中
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
斜

面
を
転
落
し
、
車
内
に
い
た

女
性
３
人
が
重
傷
を
負
い
、

１
１
人
が
軽
い
け
が
を
し

た
。
県
警
に
よ
る
と
、
運
転

手
が
バ
ス
を
離
れ
て
い
る
間

に
乗
客
が
乗
り
込
ん
だ
後
、

約
２
０
メ
ー
ト
ル
下
に
落
ち

た
。
県
警
は
業
務
上
過
失
傷

害
の
疑
い
で
、
バ
ス
を
現
地

ま
で
運
転
し
た
自
営
業
海
老

原
功
容
疑
者
（
６
６
）
＝
茨

城
県
守
谷
市
＝
を
現
行
犯
逮

捕
し
た
。

　

県
警
に
よ
る
と
、
海
老
原

容
疑
者
は
「
サ
イ
ド
ブ
レ
ー

キ
は
引
い
た
が
、
甘
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
供
述
し

て
お
り
、
当
時
の
状
況
を
詳

し
く
調
べ
る
。

　

海
老
原
容
疑
者
は
レ
ン
タ

カ
ー
業
を
営
ん
で
お
り
、
自

社
の
バ
ス
を
運
転
し
て
５
０

代
以
上
の
登
山
客
の
男
女

１
８
人
を
乗
せ
、
茨
城
県
取

手
市
か
ら
日
帰
り
で
現
地
を

訪
れ
た
。
残
る
４
人
に
け
が

は
な
か
っ
た
。

　

バ
ス
は
車
体
の
前
面
か
ら

崖
下
に
落
ち
た
。
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
を
な
ぎ
倒
し
て
木
々

の
間
に
突
っ
込
ん
だ
状
態

で
、
登
山
口
付
近
か
ら
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
の
な
い
部
分
を
通

る
形
で
落
下
し
た
と
み
ら
れ

る
。
側
面
や
上
部
に
目
立
っ

た
破
損
は
な
く
、
側
面
下
部

に
あ
る
荷
物
の
収
納
口
が
開

い
て
い
た
。
現
場
に
は
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
や
救
急
車
な
ど
が

集
ま
り
慌
た
だ
し
く
救
助
作

業
に
当
た
っ
た
。

　

南
牧
村
に
よ
る
と
、
烏
帽

子
岳
は
こ
の
時
期
、
ア
カ
ヤ

シ
オ
の
花
が
見
頃
を
迎
え
登

山
客
で
に
ぎ
わ
う
。

３
分
の
１
〜
３
分
の
２
の
額

を
支
援
す
る
。

　

高
校
卒
業
か
ら
２
年
を
過

ぎ
た
学
生
は
対
象
外
と
な

り
、
停
学
や
留
年
に
な
れ
ば

支
援
は
打
ち
切
る
。
ま
た
進

学
先
の
大
学
な
ど
に
も
、
理

事
や
教
員
へ
の
外
部
人
材
活

用
や
、
情
報
公
開
の
状
況

な
ど
に
一
定
の
要
件
を
設
け

る
。

　

文
科
省
は
今
後
、
全
国
の

大
学
な
ど
が
要
件
を
満
た
す

　

九
州
電
力
に
よ
る
と
、
鹿

児
島
県
薩
摩
川
内
市
の
川
内

原
発
は
通
常
運
転
し
て
い

る
。
宮
崎
県
え
び
の
市
の
約

１
５
０
世
帯
で
一
時
停
電
し

た
。

　

宮
崎
市
吉
村
町
で
は
配
水

管
が
破
裂
し
、
水
が
噴
き
出

し
た
。

　

午
前
７
時
４
３
分
に
は
Ｍ

５
・
６
で
宮
崎
市
な
ど
で
最

大
震
度
３
、
午
前
９
時
７
分

に
は
Ｍ
４
・
９
で
宮
崎
県
美

郷
町
で
最
大
震
度
３
を
観
測

し
た
。

　

政
府
は
首
相
官
邸
の
危
機

管
理
セ
ン
タ
ー
に
情
報
連
絡

室
を
設
置
し
た
。

時
１
分
（
日
本
時
間
午
後
１

時
１
分
）
に
、
中
国
か
ら
の

輸
入
品
約
５
７
０
０
品
目
、

２
千
億
ド
ル
（
約
２
２
兆

円
）
分
へ
の
追
加
関
税
率
を

１
０
％
か
ら
２
５
％
に
引
き

上
げ
る
制
裁
措
置
を
発
動
し

た
。両
政
府
は
９
日
午
後（
同

１
０
日
早
朝
）、
ワ
シ
ン
ト

ン
で
閣
僚
級
貿
易
協
議
を
再

開
し
た
が
交
渉
を
１
０
日
に

持
ち
越
し
た
。
関
税
合
戦
の

激
化
回
避
に
向
け
た
米
中
の

瀬
戸
際
の
攻
防
が
続
く
。

　

制
裁
発
動
を
受
け
、
中
国

商
務
省
は
１
０
日
、「
必
要

な
対
抗
措
置
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
」
と
の
報
道
官
談
話

を
発
表
し
た
。

　

追
加
関
税
の
対
象
は
家
具

や
家
電
な
ど
幅
広
い
品
目
に

及
ぶ
。
９
日
ま
で
に
中
国
を

出
た
輸
出
品
は
１
０
％
の
ま

ま
据
え
置
く
。
船
便
は
数
週

間
か
か
る
た
め
、
適
用
が
猶

予
さ
れ
る
。

　

閣
僚
級
協
議
に
は
、
米
側

は
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー
通
商
代

表
と
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン
財
務
長

官
が
出
席
し
、
中
国
か
ら
は

劉
鶴
副
首
相
が
参
加
。
知
的

財
産
権
保
護
や
産
業
補
助
金

見
直
し
と
い
っ
た
中
国
の
構

造
改
革
策
や
合
意
内
容
の
順

守
策
を
巡
り
議
論
し
た
。

　

米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
９

日
、
閣
僚
級
協
議
を
当
初
の

予
定
通
り
１
０
日
も
開
催
す

る
と
発
表
し
た
。

　

協
議
に
先
立
ち
、
ト
ラ
ン

プ
米
大
統
領
は
週
内
に
も
中

国
と
合
意
す
る
「
可
能
性
が

あ
る
」と
の
認
識
を
示
し
た
。

中
国
の
習
近
平
国
家
主
席
と

近
く
電
話
会
談
す
る
考
え
も

明
ら
か
に
し
た
。
習
氏
か
ら

解
決
に
「
一
緒
に
取
り
組
み

た
い
」
と
す
る
書
簡
を
受
け

取
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
残

る
輸
入
品
に
も
「
２
５
％
の

追
加
関
税
を
課
す
準
備
を
始

め
た
」
と
述
べ
た
。

　

新
華
社
電
に
よ
る
と
、
劉

氏
は
ワ
シ
ン
ト
ン
で
記
者
団

に
「
追
加
関
税
は
問
題
解

決
の
方
法
で
は
な
い
。
米
中

両
国
に
と
っ
て
も
、
世
界
に

と
っ
て
も
好
ま
し
く
な
い
」

と
述
べ
、
引
き
上
げ
回
避
を

目
指
す
考
え
を
示
し
た
。

　

中
国
の
知
財
侵
害
を
問
題

視
す
る
米
政
権
は
昨
年
、
輸

入
の
半
分
弱
の
２
５
０
０
億

ド
ル
分
に
追
加
関
税
を
発

動
。
う
ち
５
０
０
億
ド
ル
分

は
２
５
％
を
既
に
課
し
て
い

る
。
中
国
は
１
１
０
０
億
ド

ル
規
模
の
米
製
品
に
報
復
関

税
を
課
し
て
い
る
。

群馬県南牧村で斜面に転落したバス＝１０日午後５時５９分（共同）

か
ど
う
か
を
確
認
し
、
支
援

対
象
と
な
る
高
等
教
育
機
関

の
選
定
結
果
を
発
表
。
学
生

の
奨
学
金
予
約
も
受
け
付
け

る
。
消
費
税
増
税
分
を
財
源

と
す
る
た
め
、
増
税
が
延
期

さ
れ
た
場
合
は
、
無
償
化
の

開
始
も
先
送
り
さ
れ
る
。

　

採
決
に
先
立
つ
討
論
で

は
、
立
憲
民
主
党
の
神
本
美

恵
子
氏
が
「
支
援
対
象
が
極

め
て
限
定
的
で
、
真
の
無
償

化
と
は
か
け
離
れ
た
『
偽
看

板
』
だ
」
と
指
摘
。
中
間
所

得
層
の
一
部
も
対
象
に
、
各

大
学
が
実
施
し
て
い
る
既
存

の
授
業
料
減
免
制
度
が
縮
小

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
も
批

判
し
た
。

　

日
本
維
新
の
会
の
高
木
佳

保
里
氏
は
新
法
に
賛
成
の
立

場
と
し
た
上
で
「
増
税
が
見

送
ら
れ
て
も
支
援
が
行
わ
れ

る
よ
う
安
定
財
源
を
確
保
す

べ
き
だ
」
と
し
た
。

ク
モ
な
ど
野
生
生
物
の
標
本

を
違
法
に
国
外
へ
持
ち
出
そ

う
と
し
た
罪
に
問
わ
れ
た
日

本
人
の
男
（
２
６
）
に
対

し
、
首
都
キ
ト
の
裁
判
所
は

９
日
、
禁
錮
２
年
の
判
決
を

言
い
渡
し
た
。
同
国
の
月
額

最
低
賃
金
（
３
９
４
ド
ル
＝

約
４
万
３
千
円
）
の
１
０
倍

相
当
の
罰
金
も
命
じ
た
。
弁

護
側
は
上
訴
す
る
方
針
。

　

検
察
に
よ
る
と
、
男
は
約

３
７
０
の
昆
虫
な
ど
の
標
本

を
持
ち
出
そ
う
と
し
た
と
し

て
３
月
１
２
日
に
拘
束
さ
れ

た
。
う
ち
約
２
５
０
に
つ
い

て
許
可
を
得
て
お
ら
ず
、
遺

伝
子
国
有
財
産
保
護
に
関
す

る
法
律
に
違
反
し
た
罪
で
起

訴
さ
れ
た
。
中
に
は
、
薬
や

工
業
用
に
利
用
可
能
な
昆
虫

も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

男
は
裁
判
で
、
子
ど
も
の

こ
ろ
か
ら
昆
虫
が
好
き
で
野

生
生
物
の
多
様
性
で
知
ら
れ

る
エ
ク
ア
ド
ル
に
来
た
と
供

述
。
一
部
の
チ
ョ
ウ
な
ど
に

つ
い
て
持
ち
出
し
許
可
を
得

て
い
た
た
め
、
他
の
昆
虫
に

つ
い
て
も
問
題
な
い
と
考
え

た
と
い
う
。

　

判
決
は
地
元
紙
へ
の
謝
罪

広
告
掲
載
も
命
じ
た
。
男
の

弁
護
士
は
記
者
団
に
「
検
察

側
は
持
ち
出
そ
う
と
し
た
昆

虫
の
価
値
を
具
体
的
に
立
証

し
て
お
ら
ず
、
判
決
は
誤
り

だ
」
と
話
し
た
。

　

男
に
よ
る
と
、
一
緒
に
旅

行
し
て
い
た
友
人
の
日
本
人

男
性
は
、
キ
ト
の
空
港
で
検

査
を
す
り
抜
け
て
標
本
を
持

ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

男
は
北
海
道
足
寄
町
に
あ

る
「
九
州
大
学
北
海
道
演
習

林
」
の
技
術
職
員
と
み
ら
れ

て
い
る
。
九
大
に
よ
る
と
、

３
月
初
旬
か
ら
約
２
週
間
の

日
程
で
休
暇
を
取
り
、
旅
行

に
出
掛
け
て
い
た
と
い
う
。

　
【
サ
ン
パ
ウ
ロ
共
同
】
南

米
エ
ク
ア
ド
ル
か
ら
昆
虫
や

 ANO XXII  –  Nº 5239 SÃO PAULO, SÁBADO, 11 DE MAIO DE 2019 R$ 4,00
Rua da Glória, 332 - CEP 01510-000 - São Paulo - SP – Tel. (11) 3340-6060 – www.nikkeyshimbun.com.br

DIRETOR  PRESIDENTE
RAUL  M. TAKAKI

JORNALISTA  RESPONSÁVEL
TAKAO MIYAGUI



汚
職
撲
滅
へ
の
勢
い
鈍
る
？

遺
族
へ
の
賠
償
と
被
災
地
域

へ
の
救
済
金
と
し
て
９
３
億

レ
を
計
上
し
た
上
、
７
１
億

レ
を
既
存
ダ
ム
の
操
業
停
止

に
か
か
る
費
用
、
２
５
億
レ

を
自
治
体
に
払
う
費
用
や
操

業
停
止
で
被
っ
た
損
害
な
ど

に
あ
て
て
い
る
。
事
故
に
よ

る
損
害
は
合
計
１
９
０
億
レ

で
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
今

年
第
１
四
半
期
決
算
も
純
益

だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

Ｖ
社
は
「
今
の
時
点
で
の

正
確
な
賠
償
金
額
を
全
て
正

確
に
予
測
す
る
こ
と
は
不
可

能
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
費
用
が
今
後
増
え
る
可
能

性
も
あ
る
。
Ｖ
社
が
出
し
た

声
明
文
に
は
、「
報
告
書
の

数
値
は
こ
れ
ま
で
に
判
明
し

た
デ
ー
タ
か
ら
算
出
し
た
も

の
」
と
書
い
て
い
る
。

　

ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
で
の
ダ

ム
決
壊
事
故
に
よ
り
、
Ｖ
社

の
今
年
第
１
四
半
期
の
「
金

利
・
税
金
・
減
価
償
却
前
利

益
」（
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
）
は

マ
イ
ナ
ス
２
８
億
レ
ア
ル
と

な
っ
た
。
Ｖ
社
の
四
半
期
決

　
【
既
報
関
連
】
９
日
、
暫
定
令
（
Ｍ
Ｐ
）
８
７
０
号
を
審
議
し
て
い
た
上
下
両
院

合
同
委
員
会
で
、
法
務
省
管
轄
下
だ
っ
た
金
融
活
動
管
理
審
議
会
（
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
）

を
経
済
省
の
管
轄
下
に
置
く
こ
と
が
決
ま
り
、
議
会
に
対
す
る
連
邦
政
府
の
政
局

調
整
（
ア
ル
チ
ク
ラ
ソ
ン
）
力
の
弱
さ
が
露
呈
。
汚
職
撲
滅
を
謳
い
文
句
に
し
て

き
た
現
政
権
の
計
画
が
大
き
く
狂
う
可
能
性
も
出
て
き
た
と
、
１
０
日
付
伯
字
紙

が
報
じ
て
い
る
。

　

中
に
は
「
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
は
１

月
に
法
務
省
管
轄
に
な
っ
て

か
ら
機
能
し
な
く
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
す
る
Ｄ
Ｅ
Ｍ
の

下
院
リ
ー
ダ
ー
、
エ
ウ
マ
ー

ル
・
ナ
シ
メ
ン
ト
下
議
の
よ

う
な
人
も
い
る
。

　

だ
が
、
モ
ロ
法
相
は
こ
の

敗
北
を
「
連
邦
政
府
の
ア
ル

チ
ク
ラ
ソ
ン
不
足
」
と
見
て

お
り
、「
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
が
法
務

省
に
置
か
れ
る
べ
き
必
然
性

を
説
い
て
も
、
説
得
で
き
な

か
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

同
様
の
印
象
は
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
の
政
党
の
Ｐ
Ｓ
Ｌ

も
抱
い
て
い
る
。
こ
の
敗
北

後
、
大
統
領
は
Ｐ
Ｓ
Ｌ
の
下

議
ら
と
話
し
合
い
を
持
っ
た

が
、「
Ｍ
Ｐ
８
７
０
号
を
無

効
に
さ
せ
な
い
で
ほ
し
い
と

は
頼
ま
れ
た
が
、
今
回
の
結

果
に
不
満
そ
う
に
は
見
え
な

か
っ
た
」
と
同
党
副
リ
ー
ダ
ー

の
フ
ィ
リ
ペ・
バ
ロ
ス
氏
は
語
っ

て
い
る
。

　

Ｍ
Ｐ
８
７
０
号
に
関
し
て

は
、
農
務
省
管
轄
の
農
地
改

革
院
（
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
に
移

さ
れ
て
い
た
先
住
民
保
護
区

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の
長

男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ
氏
は
昨
年
末

か
ら
１
月
に
か
け
て
、
元
職

員
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・
ケ
イ
ロ

ス
氏
へ
の
幽
霊
職
員
か
ら
の

多
額
の
振
込
み
疑
惑
で
か
な

り
注
目
を
浴
び
た
が
、
今
度

は
次
男
カ
ル
ロ
ス
氏
に
も
幽

霊
職
員
の
疑
惑
が
浮
上
し
て

決
定
権
が
国
立
イ
ン
ジ
オ
保

護
財
団
（
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）
に

戻
さ
れ
、
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
そ
の

も
の
も
人
権
省
管
轄
下
か
ら

法
務
省
管
轄
下
に
戻
さ
れ
る

な
ど
の
敗
北
も
あ
っ
た
。

　

な
お
、
Ｍ
Ｐ
８
７
０
号
は

委
員
会
後
に
下
院
本
会
議
に

回
さ
れ
た
が
、
議
事
進
行
の

過
程
で
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア

議
長
が
方
針
を
変
え
て
他
の

暫
定
令
を
先
に
審
議
す
る
こ

と
に
し
た
た
め
、
来
週
以
降

の
継
続
審
議
と
な
る
。

　

Ｍ
Ｐ
８
７
０
号
は
省
庁
統

廃
合
で
閣
僚
数
を
２
９
か
ら

２
２
に
す
る
こ
と
を
定
め
た

も
の
で
、
６
月
３
日
ま
で
に

上
下
両
院
の
本
会
議
で
承
認

さ
れ
な
い
と
無
効
と
な
る
。

そ
の
場
合
は
省
庁
数
な
ど
を

以
前
の
状
態
に
戻
す
か
、
現

低
い
政
府
の
政
局
調
整
力

算
で
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
が
赤
字

と
な
っ
た
の
は
初
め
て
だ
。

　

ま
た
、
Ｖ
社
は
事
故
の
後

に
司
法
当
局
か
ら
資
産
凍

結
処
分
を
受
け
て
お
り
、
資

金
繰
り
の
た
め
に
新
た
な

借
り
入
れ
を
行
っ
た
影
響

で
総
負
債
額
が
１
０
％
増

え
、
１
７
０
億
ド
ル
（
約

６
７
０
億
レ
ア
ル
相
当
）
に

な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｖ
社
は
事
故
の

後
、
崩
壊
し
た
ダ
ム
と
類
似

の
方
式
の
ダ
ム
を
使
っ
て
い

る
鉱
山
の
操
業
停
止
命
令

も
受
け
た
た
め
、
鉄
鉱
石
で

３
０
％
、
球
状
に
し
た
鉄
鉱

石
（
ペ
レ
ッ
ト
）
で
２
０
％
、

響
が
大
き
い
と
し
て
い
る
。

　

１
月
の
事
故
は
、
２
３
７

人
の
死
者
と
３
３
人
の
行
方

不
明
者
を
出
し
た
だ
け
で
な

く
、
周
辺
地
域
、
川
の
下
流

域
に
ま
で
甚
大
な
環
境
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
事
故

に
よ
り
、
伯
国
全
体
に
鉱
滓

ダ
ム
へ
の
不
信
感
が
広
が
っ
た

上
、
Ｖ
社
所
有
の
鉱
山
も
一

部
、
採
掘
中
止
に
追
い
込
ま

れ
た
。

　

報
告
書
の
中
で
Ｖ
社
は
、

　

鉄
鉱
大
手
の
ヴ
ァ
ー
レ

（
Ｖ
）
社
が
９
日
に
発
表
し

た
今
年
第
１
四
半
期
の
決

算
報
告
に
よ
る
と
、
同
期
は

６
４
億
レ
ア
ル
の
純
損
失
を

計
上
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

１
０
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

昨
年
第
１
四
半
期
は

５
１
億
レ
の
黒
字
で
、
昨
年

第
４
四
半
期
は
１
４
５
億
レ

の
黒
字
だ
っ
た
。
Ｖ
社
は
、

大
幅
赤
字
に
転
落
し
た
の

は
、
１
月
２
５
日
に
発
生
し

た
ミ
ナ
ス
州
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ

の
鉱
滓
ダ
ム
決
壊
事
故
の
影

６
４
億
レ
の
損
失
を
計
上

３
３
４
の
保
護
区
見
直
し
へ

被
害
総
額
は
ま
だ
判
明
せ
ず

生
産
が
減
少
し
た
。

　

Ｖ
社
は
今
年
第
１
四
半

期
に
、
３
０
９
億
レ
の
収
入

が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
昨
年
第

１
四
半
期
比
で
は
１
１
％
増

だ
が
、
昨
年
第
４
四
半
期
と

比
べ
る
と
１
７
％
減
だ
。

　

３
月
初
旬
に
社
長
の
座
を

退
い
た
シ
ュ
ワ
ル
ツ
マ
ン
氏
に

代
わ
っ
て
社
長
を
務
め
る
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ

氏
は
、「
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の

事
故
を
決
し
て
忘
れ
な
い
し
、

被
災
者
や
被
災
地
域
の
損
失

回
復
の
に
も
全
力
を
尽
く
す
」

と
の
声
明
を
発
表
し
た
。

　

ジ
ェ
ト
ゥ
ー
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル

ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
は
４

月
に
、
今
年
の
Ｖ
社
の
減
産

量
は
９
２
８
０
万
ト
ン
と
の

予
想
を
出
し
た
。
同
財
団
で

は
、
国
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
こ
れ
だ
け
で
０
・
２
％
ポ

イ
ン
ト
引
き
下
げ
ら
れ
る
と

見
て
い
る
。

な
ど
の
野
党
議
員
だ
け
で
は

な
く
、
連
邦
政
府
内
に
３
人

の
閣
僚
を
持
つ
民
主
党
（
Ｄ

Ｅ
Ｍ
）
や
、
進
歩
党
（
Ｐ
Ｐ
）

や
社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）

な
ど
の
中
道
勢
力
「
セ
ン
ト

ロ
ン
」の
議
員
も
入
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
議
員
は
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ

の
捜
査
対
象
に
な
っ
た
経
験

が
あ
る
。

　

Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
が
汚
職
撲
滅
の

鍵
と
さ
れ
る
の
は
、
不
審
な

金
の
動
き
を
い
ち
早
く
と
ら

え
、
捜
査
担
当
部
署
に
通
達

す
る
た
め
だ
。
昨
年
１
２
月

に
は
、
リ
オ
州
議
時
代
の
ボ

ウ
ソ
ナ
ロ
氏
長
男
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

上
議
（
社
会
自
由
党
・
Ｐ
Ｓ

Ｌ
）
の
職
員
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・

ケ
イ
ロ
ス
氏
を
巡
り
、
幽
霊

職
員
か
ら
の
振
込
み
な
ど
の

不
審
な
金
の
動
き
が
確
認
さ

れ
、
話
題
を
呼
ん
だ
。

大量の鉱滓の直撃を受けた地区で生存者を探す救助隊
（Romerito Pontes/fl cikr）

９日のモロ法相
（Valter Campanato/Agencia Brasil）

Ｍ
Ｐ
承
認
へ
一
層
の
努
力
必
要

環 境 省

状
維
持
の
た
め
に
別
の
暫
定

令
を
出
す
必
要
が
生
じ
る
。

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
９

日
夜
、
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ
を
法
務
省

管
轄
に
戻
す
こ
と
な
ど
を
要

請
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ネ
ッ
ト

上
で
流
し
た
。

い
る
。
報
道
に
よ
る
と
、
カ

ル
ロ
ス
氏
は
１
８
年
前
に
リ

オ
市
議
に
当
選
し
て
以
来
、

昨
年
末
ま
で
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

大
統
領
の
２
番
目
の
妻
、
ア

ナ
・
ク
リ
ス
チ
ー
ナ
氏
の
家

事
手
伝
い
だ
っ
た
女
性
を

雇
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の

女
性
は
当
初
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

一
家
の
電
話
番
な
ど
を
し
て

い
た
が
、
後
に
ア
ナ
・
ク
リ

ス
チ
ー
ナ
氏
の
前
夫
の
陸
軍

大
佐
に
関
係
す
る
幽
霊
職
員

扱
い
と
な
り
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ

氏
が
大
統
領
に
就
任
後
に
解

雇
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
疑

惑
、
今
後
ど
う
な
る
？

　
　
　
　
　

◎

　

聖
市
で
も
人
気
の
あ
る
文

化
施
設
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ（
セ
ス
キ
）

が
、
今
日
１
１
日
に
大
聖
市

圏
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
に
も

オ
ー
プ
ン
す
る
。
国
際
空
港

を
所
有
す
る
人
口
１
０
０
万

人
超
の
市
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
市
の

Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
は
、
３
万
４
千
平

米
と
か
な
り
大
き
い
。
今
後

は
結
構
大
き
な
文
化
的
な

催
し
も
行
わ
れ
る
予
定
だ
。

１
１
、１
２
日
は
早
速
、
フ

リ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
、
人
気
歌
手
の
ピ
チ
ィ
や

マ
ル
セ
ロ
Ｄ
２
な
ど
も
出
演

と
豪
華
な
演
出
。
人
気
施
設

と
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　
　
　
　
　

◎

　

９
日
を
も
っ
て
サ
ッ
カ
ー

の
リ
ベ
ル
タ
ド
ー
レ
ス
杯
の

グ
ル
ー
プ
リ
ー
グ
が
終
了

し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に

進
出
す
る
１
６
チ
ー
ム
が
出

揃
っ
た
。
伯
国
か
ら
は
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
、
イ
ン
テ
ル
ナ
シ

オ
ナ
ル
、
ク
ル
ゼ
イ
ロ
、
フ

ラ
メ
ン
ゴ
、
ア
ト
レ
チ
コ
・

パ
ラ
ナ
エ
ン
セ
、
グ
レ
ミ
オ

の
６
チ
ー
ム
と
な
っ
た
。
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
抽
選
は

１
３
日
に
行
わ
れ
、
コ
パ
・

ア
メ
リ
カ
終
了
後
の
７
月
下

旬
か
ら
試
合
が
始
ま
る
。

　

慢
性
的
な
薬
物
汚
染
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
聖
市
セ
ン
ト

ロ
の
ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ
ア
（
Ｃ

Ｔ
Ｐ
Ｍ
ジ
ュ
リ
オ
・
プ
レ
ス

テ
ス
駅
周
辺
地
区
）で
９
日
、

聖
市
警
備
隊
（
Ｇ
Ｃ
Ｍ
）
に

よ
る
薬
物
密
売
者
摘
発
作
戦

が
行
わ
れ
た
。
薬
物
常
習
者

や
密
売
者
と
、
Ｇ
Ｃ
Ｍ
に
軍

警
も
加
わ
っ
た
治
安
当
局
側

と
の
間
で
衝
突
が
起
き
、
少

な
く
と
も
３
人
が
負
傷
。内
、

頭
部
に
被
弾
し
た
女
性
１

人
は
同
日
夜
死
亡
し
た
と
、

１
０
日
付
伯
字
紙
・
サ
イ
ト

が
報
じ
た
。

　

治
安
当
局
は
９
日
の
朝
、

清
掃
目
的
と
称
し
、
ジ
ュ
リ

オ
・
プ
レ
ス
テ
ス
広
場
に
乱

立
し
て
い
る
小
屋
（
薬
物
常

用
者
の
住
居
や
薬
物
密
売
者

の
隠
れ
場
所
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
疑
い
が
あ
る
）
を
開

示
さ
せ
て
い
た
が
、
一
部
の

住
民
が
開
示
を
拒
み
、
混
乱

を
引
き
起
こ
し
た
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｍ
が
軍
警
に
援
護
を

要
請
し
た
た
め
に
混
乱
は
拡

大
。
薬
物
常
用
者
た
ち
は

石
を
投
げ
、
Ｇ
Ｃ
Ｍ
や
軍
警

は
ゴ
ム
弾
や
催
涙
ガ
ス
弾
で

対
抗
し
た
。
Ｇ
Ｃ
Ｍ
は
６
人

を
逮
捕
し
た
と
発
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
治
安
当
局
者
側

も
２
人
が
負
傷
し
、
２
台
の

車
両
が
損
壊
し
た
。

　

衝
突
の
結
果
、
薬
物
常
用

者
や
密
売
者
が
多
数
、
周
辺

地
域
に
走
り
、散
ら
ば
っ
た
。

近
く
の
建
物
で
清
掃
を
し
て

い
た
人
は
、「
薬
物
常
用
者

た
ち
が
壁
を
乗
り
越
え
て
、

建
物
に
侵
入
し
て
き
た
」
と

語
っ
て
い
る
。

　

薬
物
常
用
者
ら
の
中
で
銃

を
所
持
し
て
い
た
１
人
と
警

察
と
の
間
で
は
銃
撃
戦
も
発

生
し
、
流
れ
弾
を
受
け
た
女

性
が
１
人
、
現
場
か
ら
１
・

５
キ
ロ
離
れ
た
サ
ン
タ
カ
ー

ザ
・
デ
・
ミ
セ
リ
コ
ル
ジ
ア

病
院
に
運
ば
れ
た
が
、
夜
８

時
半
頃
死
亡
し
た
。
女
性
に

当
た
っ
た
弾
が
警
察
が
発
射

し
た
も
の
か
、
薬
物
常
用
者

や
密
売
者
が
発
射
し
た
も
の

か
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

　
【
既
報
関
連
】
連
邦
政
府

の
支
出
削
減
方
針
に
従
い
、

環
境
省
が
気
候
変
動
対
策
費

を
９
６
％
凍
結
し
た
事
や
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
や
環
境

省
が
、
３
３
４
カ
所
の
環
境

保
護
区
の
見
直
し
を
行
う
方

針
で
あ
る
事
な
ど
を
受
け
、

元
環
境
相
８
人
が
連
名
で
現

政
権
の
環
境
政
策
や
環
境
省

の
あ
り
方
を
批
判
す
る
文
書

を
出
し
た
と
９
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
な
ど
が
報
じ
た
。

　

８
日
付
の
文
書
に
は
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
総
合
大
学
（
Ｕ
Ｓ

Ｐ
）
高
等
研
究
所
で
の
会
合

に
出
席
し
た
７
人
と
、
健
康

上
の
理
由
で
欠
席
し
た
１
人

の
計
８
人
の
元
環
境
相
が
署

名
し
た
。
各
人
の
名
前
（
敬

称
略
）
と
任
期
は
、
ル
ー
ベ

ン
ス
・
リ
ク
ペ
ロ（
１
９
９
３

〜
９
４
）、
グ
ス
タ
ー
ヴ
ァ
・

ク
ラ
ウ
セ
ル
（
９
５
〜

９
８
、
欠
席
）、
サ
ル
ネ
イ
・

フ
ィ
ー
リ
ョ
（
１
９
９
９
〜

２
０
０
２
）、
ジ
ョ
ゼ
・
カ

ル
ロ
ス
・
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ

（
０
２
）、
マ
リ
ア
ナ
・
シ
ウ

ヴ
ァ
（
０
３
〜
０
８
）、
カ

ル
ロ
ス
・
ミ
ン
ク
（
０
８
〜

１
０
）、
イ
ザ
ベ
ラ
・
テ
イ

シ
ェ
ラ
（
１
０
〜
１
６
）、

エ
ジ
ソ
ン
・
ド
ゥ
ア
ル
テ

（
１
８
）
だ
。

　

元
環
境
相
ら
は
会
合
後
、

政
権
毎
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

違
い
は
あ
っ
た
が
、
常
に
前

任
者
が
行
っ
て
き
た
環
境
政

策
を
前
進
さ
せ
る
事
を
考
え

て
き
た
と
主
張
。
現
政
権
が

教
育
や
環
境
な
ど
の
分
野
で

「
後
退
」
ま
た
は
過
去
の
政

策
の
撤
廃
を
表
明
し
て
い
る

事
へ
の
危
惧
を
表
明
し
た
。

　
「
後
退
」
と
表
現
し
た
事

の
中
に
は
、
国
立
再
生
可
能

天
然
資
源
・
環
境
院
（
Ｉ
ｂ

ａ
ｍ
ａ
）
と
生
物
多
様
性
保

全
の
た
め
の
シ
コ
・
メ
ン
デ

ス
研
究
所（
Ｉ
Ｃ
Ｍ
Ｂ
ｉ
ｏ
）

を
機
能
停
止
に
追
い
込
み
か

ね
な
い
更
迭
人
事
や
支
出
削

減
、
国
立
公
園
な
ど
の
環
境

保
護
区
や
先
住
民
保
護
区
を

見
直
し
、
消
滅
さ
せ
う
る
政

策
が
含
ま
れ
る
。

　

１
０
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙

に
よ
れ
ば
、
環
境
保
護
区
見

直
し
の
例
は
、
パ
ラ
ナ
州
カ

ン
ポ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
国
立

公
園
や
南
大
河
州
ラ
ゴ
ア
・

ド
・
ペ
イ
シ
国
立
公
園
で
の

開
発
行
為
承
認
の
た
め
の
、

国
立
公
園
制
定
を
決
め
た
大

統
領
令
無
効
化
や
、
バ
イ
ア

州
ア
ボ
ロ
リ
ョ
ス
国
立
公
園

の
油
田
開
発
の
た
め
に
Ｉ
ｂ

ａ
ｍ
ａ
に
出
し
た
、
国
立
公

園
制
定
の
基
礎
と
な
っ
た
意

見
書
見
直
し
命
令
な
ど
だ
。

　

大
統
領
令
無
効
化
の
対
象

に
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

が
釣
り
を
行
い
、
罰
金
の
支

払
い
を
命
じ
ら
れ
た
が
そ
の

後
に
取
り
消
さ
れ
た
リ
オ
州

ア
ン
ゴ
ラ
の
タ
モ
イ
オ
ス
環

境
公
園
も
含
ま
れ
て
い
る
。

大
統
領
は
、
同
公
園
は
環
境

公
園
の
規
制
を
排
除
し
、
観

光
資
源
と
し
て
利
用
す
べ
き

と
し
て
い
る
。

　

リ
カ
ル
ド
・
サ
レ
ス
環
境

相
は
既
に
、
省
内
に
保
護
区

見
直
し
の
た
め
の
作
業
班
も

設
け
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
前
大
統
領
が
９
日

午
後
、
第
２
地
域
裁
（
Ｔ
Ｒ

Ｆ
２
）
に
よ
る
人
身
保
護
令

取
消
と
そ
れ
に
伴
う
逮
捕
命

令
を
受
け
、
聖
市
の
連
邦
警

察
に
出
頭
。
３
月
に
逮
捕
さ

れ
た
件
で
の
再
逮
捕
と
な
っ

た
。
１
０
日
付
伯
字
紙
が
報

じ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
氏
は
午
後
２
時
半

頃
に
自
宅
を
出
、
弁
護
士
ら

を
伴
っ
て
出
頭
し
た
。
収
賄

仲
介
の
疑
惑
を
持
た
れ
て
い

る
ジ
ョ
ア
ン
・
バ
チ
ス
タ
・

リ
マ
・
フ
ィ
ー
リ
ョ
容
疑
者

も
、
再
逮
捕
命
令
を
受
け
、

連
邦
警
察
に
出
頭
し
た
。

　

テ
メ
ル
氏
は
３
月
２
５
日

に
、
テ
メ
ル
政
権
の
閣
僚

だ
っ
た
モ
レ
イ
ラ
・
フ
ラ
ン

コ
氏
や
リ
マ
氏
ら
と
共
に
リ

オ
州
の
原
子
力
発
電
所
「
ア

ン
グ
ラ
３
」
の
事
業
に
伴
う

贈
収
賄
疑
惑
で
逮
捕
さ
れ

た
。
こ
の
件
で
は
１
８
億
レ

ア
ル
の
公
金
が
動
い
た
と
さ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
人
身
保
護
令
が

適
用
さ
れ
、
３
人
は
釈
放
さ

れ
た
が
、
９
日
に
Ｔ
Ｒ
Ｆ
２

で
行
わ
れ
た
判
事
投
票
の
結

果
、
テ
メ
ル
氏
と
リ
マ
氏
は

２
対
１
で
人
身
保
護
令
取
消

が
決
定
。
モ
レ
イ
ラ
氏
は
適

用
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

　

テ
メ
ル
氏
は
こ
の
件
を
含

め
、
サ
ン
ト
ス
港
運
営
企
業

に
便
宜
を
図
っ
た
こ
と
に
伴

う
贈
収
賄
疑
惑
や
、
食
品
大

手
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
と
の
贈
収
賄
な

ら
び
に
捜
査
妨
害
疑
惑
、
テ

メ
ル
氏
の
実
娘
宅
の
改
築
費

用
疑
惑
な
ど
、
計
６
件
で
被

告
と
な
っ
て
い
る
。

外国為替市況
中銀サイトより

５月１０日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.9473  R$
買　3.9450  R$

円相場
売　0.0359  R$
買　0.0359  R$

モロ法相の手から離れる
　

合
同
委
員
会
で
の
投
票
の

結
果
、
１
４
対
１
１
で
Ｃ
ｏ

ａ
ｆ
を
経
済
省
管
轄
下
に
置

く
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
資
金

洗
浄
な
ど
を
扱
う
Ｃ
ｏ
ａ
ｆ

を
法
務
省
の
下
に
置
く
こ
と

は
、
汚
職
撲
滅
を
狙
う
ボ
ウ

ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
セ
ル
ジ
オ
・

モ
ロ
氏
を
法
相
に
指
名
し
た

時
か
ら
描
い
て
い
た
戦
略
の
一

つ
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
覆
さ

れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

経
済
省
に
戻
す
べ
き
と
し

た
の
は
労
働
者
党
（
Ｐ
Ｔ
）

薬
物
汚
染
地
帯
で
騒
動
発
生

頭
に
弾
を
受
け
た
女
性
が
死
亡

元
環
境
相
ら
が
新
方
針
批
判

Ｃｏａｆ
ヴァーレ

第
１
四
半
期
の
決
算
発
表

（２）２０１９年 第５２３９号 ５月 １１日 （土曜日）

聖 市

テ
メ
ル
が
再
逮
捕
で
出
頭

人
身
保
護
令
の
却
下
に
よ
り



　

乳
に
ゅ
う

白は
く

色し
ょ
くの
霧き

り

の
中な

か

か
ら
小こ

舟ぶ
ね

が
現あ

ら
われ
、
近ち

か

づ
い
て
き
た
。

　

文ぶ
ん

化か

９
（
１
８
１
２
）
年ね

ん

９
月が

つ

１
８
日に

ち

朝あ
さ

、
千ち

島し
ま

列れ
っ

島と
う

最さ
い

南な
ん

端た
ん

の
国く

な

後し
り

島と
う

の
泊

と
ま
り

湾わ
ん

に
入は

い

っ
て
い
っ
た
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

に
、
小こ

舟ぶ
ね

が

近ち
か

づ
い
て
き
た
。
そ
の
距き

ょ

離り

が
４
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る

と
、
十

じ
ゅ
う

数す
う

名め
い

の
ロ
シ
ア
兵へ

い

が
乗の

っ
て
い
る
の
が
見み

え
た
。
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

の
水す

い

夫ふ

た
ち
は
た
ち
ま
ち
大だ

い

混こ
ん

乱ら
ん

に
陥お

ち
い
り
、
右う

往お
う

左さ

往お
う

す

る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

小こ

舟ぶ
ね

は
さ
ら
に
近ち

か

づ
き
、
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

に
身み

振ぶ

り
で
停て

い

船せ
ん

を
命め

い

じ
た
。
１
４
、５
メ
ー
ト
ル
に
近ち

か

づ
く
と
、
船ふ

な

底ぞ
こ

に
隠か

く

れ
て
い

た
兵へ

い

が
さ
ら
に
十

じ
ゅ
う

数す
う

人に
ん

現あ
ら
われ
て
、
逃に

げ
よ
う
と
す
る
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

に
空く

う

砲ほ
う

を
放は

な
っ
た
。
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

は
や
む
な
く
帆ほ

を
下お

ろ
し
た
。
水す

い

夫ふ

た
ち
は
慌あ

わ

て
ふ
た
め
い
て
、
海か

い

中ち
ゅ
うに
飛と

び
込こ

ん
だ
り
、
舳へ

さ
きの

方ほ
う

に
逃に

げ
隠か

く

れ
た
り
し
た
。

　
ロ
シ
ア
兵へ

い

た
ち
は
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

に
乗の

り
移う

つ

り
、
た
だ
一ひ

と

人り

大お
お

声ご
え

で

水す
い

夫ふ

た
ち
に
命め

い

令れ
い

し
て
い
る
身し

ん

長ち
ょ
う１
５
０
セ
ン
チ
ほ
ど
の
男お

と
こを

取と

り
囲か

こ

ん
だ
。
男お

と
こ
は
ロ
シ
ア
兵へ

い

に
激は

げ

し
く
抵て

い

抗こ
う

し
た
が
、
大お

お

柄が
ら

の
異い

国こ
く

人じ
ん

に
囲か

こ

ま
れ
、
あ
き
ら
め
て
縛ば

く

に
つ
い
た
。

　

男お
と
こは
こ
の
船ふ

ね

の
親お

や

方か
た

で
あ
る
こ
と
を
身み

振ぶ

り
で
示し

め

し
た
。
そ

れ
が
ロ
シ
ア
兵へ

い

に
通つ

う

じ
て
、
縄な

わ

は
解と

か
れ
た
。
ロ
シ
ア
兵へ

い

た
ち

は
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

を
操

あ
や
つ
っ
て
、
大だ

い

小し
ょ
う２
隻せ

き

の
ロ
シ
ア
軍ぐ

ん

艦か
ん

の
間あ

い
だに
繋つ

な

ぎ
、

男お
と
こに
ロ
シ
ア
軍ぐ

ん

艦か
ん

に
移う

つ

る
よ
う
手て

真ま

似ね

で
命め

い

じ
た
。
男お

と
こは
ロ
シ

ア
兵へ

い

た
ち
を
待ま

た
せ
て
、衣い

服ふ
く

を
取と

り
替か

え
、羽は

織お
り

を
は
お
り
、

脇わ
き

差ざ

し
を
腰こ

し

に
帯お

び
て
、
ロ
シ
ア
軍ぐ

ん

艦か
ん

に
移う

つ
っ
た
。

　

男お
と
この
名な

は
高た

か

田た

屋や

嘉か

兵へ

衛え

。
淡あ

わ

路じ

島し
ま

の
百

ひ
ゃ
く

姓し
ょ
うの
子こ

と
し
て

生う

ま
れ
、
長ち

ょ
うじ
て
は
船ふ

な

乗の

り
と
な
り
、
や
が
て
何な

ん

艘そ
う

も
の
巨き

ょ

船せ
ん

を
保ほ

有ゆ
う

す
る
船ふ

な

持も

ち
船せ

ん

頭ど
う

と
な
っ
た
後あ

と

、
蝦え

夷ぞ

地ち

（
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

）

と
の
交こ

う

易え
き

で
一い

ち

大だ
い

海か
い

商し
ょ
うに
の
し
上あ

が
っ
た
。
函は

こ

館だ
て

港こ
う

な
ど
蝦え

夷ぞ

地ち

開か
い

拓た
く

の
功こ

う

績せ
き

に
よ
り
、
幕ば

く

府ふ

か
ら
も
名

み
ょ
う

字じ

帯た
い

刀と
う

を
許ゆ

る

さ
れ

た
。
こ
の
時と

き

、
す
で
に
４
０
歳さ

い

代だ
い

で
あ
っ
た
。

　

大お
お

き
い
方ほ

う

の
ロ
シ
ア
軍ぐ

ん

艦か
ん

デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

に
乗の

り
移う

つ

っ
た
嘉か

兵へ

衛え

は
、
ハ
ッ
チ
を
降お

り
て
、
船せ

ん

室し
つ

に
導み

ち
び
か
れ
た
。
そ
こ
に
は
船せ

ん

長ち
ょ
うと
思お

も

わ
れ
る
、ま
だ
４
０
前ま

え

の
人じ

ん

物ぶ
つ

が
座す

わ
っ
て
い
た
。
ピ
ョ
ー

ト
ル
・
リ
コ
ル
ド
で
あ
る
。
リ
コ
ル
ド
は
日に

本ほ
ん

人じ
ん

漂ひ
ょ
う

流り
ゅ
う

民み
ん

か

ら
習な

ら
っ
た
片か

た

言こ
と

の
日に

本ほ
ん

語ご

を
使つ

か
っ
て
、
嘉か

兵へ

衛え

と
話は

な
しを
し
た
。

高た
か

田た

屋や

嘉か

兵へ

衛え

と

   

ピ
ョ
ー
ト
ル
・
リ
コ
ル
ド

２０１９年
ねん

２月
がつ

２４日
か

版
ばん

　

リ
コ
ル
ド
が
こ
の
湾わ

ん

に
来き

た
の
は
、
前ぜ

ん

年ね
ん

、
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

が

千ち

島し
ま

南な
ん

部ぶ

の
測そ

く

量り
ょ
うの
た
め
、
こ
の
泊

と
ま
り

湾わ
ん

に
や
っ
て
き
た
際さ

い

に
、

ゴ
ロ
ー
ニ
ン
艦か

ん

長ち
ょ
う

以い

下か

７
名め

い

と
通つ

う

訳や
く

の
ア
イ
ヌ
人じ

ん

が
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
陣じ

ん

屋や

に
捕ほ

縛ば
く

さ
れ
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
以い

下か

を
捕ほ

縛ば
く

し
た
の
は
、
そ
の
５
年ね

ん

前ま
え

の
文ぶ

ん

化か

３
（
１
８
０
６
）
年ね

ん

と
そ
の
翌よ

く

年と
し

に
か
け
て
、
ロ
シ

ア
軍ぐ

ん

艦か
ん

が
樺か

ら

太ふ
と

、
千ち

島し
ま

の
日に

本ほ
ん

側が
わ

番ば
ん

所し
ょ

を
襲お

そ

い
、
物ぶ

っ

資し

を
強ご

う

奪だ
つ

し
、
番ば

ん

人に
ん

ら
を
拉ら

致ち

す
る
と
い
う
事じ

件け
ん

を
起お

こ
し
て
い
た
か

ら
だ
っ
た
。

　
こ
の
事じ

件け
ん

の
下げ

手し
ゅ

人に
ん

、
ロ
シ
ア
海か

い

軍ぐ
ん

士し

官か
ん

フ
ォ
ス
ト
フ
は
、

文ぶ
ん

化か

元が
ん

（
１
８
０
３
）
年ね

ん

に
通つ

う

商し
ょ
うを
求も

と

め
て
来ら

い

日に
ち

し
た
ロ
シ

ア
使し

節せ
つ

レ
ザ
ノ
フ
の
部ぶ

下か

だ
っ
た
。
レ
ザ
ノ
フ
は
半は

ん

年と
し

も
待ま

た

さ
れ
た
挙あ

げ
句く

に
幕ば

く

府ふ

の
拒き

ょ

絶ぜ
つ

に
あ
い
、
失し

つ

意い

の
内う

ち

に
帰き

航こ
う

し

た
。
彼か

れ

の
「
日に

本ほ
ん

に
通つ

う

商し
ょ
うの
門も

ん

戸こ

を
開ひ

ら

か
せ
る
に
は
武ぶ

力り
ょ
くに
よ

る
威い

圧あ
つ

以い

外が
い

に
な
い
」
と
い
う
意い

向こ
う

を
受う

け
て
、
フ
ォ
ス
ト
フ

が
事じ

件け
ん

を
起お

こ
し
た
の
だ
っ
た
。

　

ゴ
ロ
ー
ニ
ン
艦か

ん

長ち
ょ
うに
代か

わ
っ
て
指し

揮き

を
と
る
こ
と
に
な
っ
た

リ
コ
ル
ド
は
、
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
仕し

打う

ち
が
フ
ォ
ス
ト
フ
の
暴ぼ

う

虐ぎ
ゃ
くへ
の

復ふ
く

讐し
ゅ
うの
た
め
で
あ
っ
た
事こ

と

を
察さ

っ

し
て
、
無む

理り

な
戦い

く
さ
も
で
き
ず
、

傷し
ょ
う

心し
ん

の
う
ち
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
港こ

う

に
戻も

ど
っ
た
。

　

翌よ
く

年と
し

、
リ
コ
ル
ド
は
フ
ォ
ス
ト
フ
が
拉ら

致ち

し
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

た
ち

を
連つ

れ
て
、
彼か

れ

ら
と
の
引ひ

き
換か

え
に
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
以い

下か

を
取と

り

戻も
ど

そ
う
と
、再さ

い

度ど

、国く
な

後し
り

島と
う

に
や
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

日に

本ほ
ん

の
陣じ

ん

屋や

は
ま
っ
た
く
取と

り
合あ

わ
な
い
。
こ
の
上う

え

は
、
航こ

う

行こ
う

中ち
ゅ
うの
日に

本ほ
ん

船せ
ん

か
ら
確た

し

か
な
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
捕と

ら
え
て
、
交こ

う

渉し
ょ
うす
る

し
か
な
い
と
リ
コ
ル
ド
は
決け

っ

心し
ん

し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
そ
こ
に
嘉か

兵へ

衛え

の
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

が
泊

と
ま
り

湾わ
ん

に
入は

い
っ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　

リ
コ
ル
ド
は
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
消

し
ょ
う

息そ
く

を
嘉か

兵へ

衛え

に
聞き

い
た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
「
カ
ピ
タ
ン
ら
は
松ま

つ

前ま
え

で
元げ

ん

気き

に
し
て
い
る
」
と
答こ

た

え

た
。

　

リ
コ
ル
ド
は
限か

ぎ

ら
れ
た
日に

本ほ
ん

語ご

の
知ち

識し
き

を
便た

よ

り
に
、
大た

い

変へ
ん

な
苦く

労ろ
う

の
末す

え

、
嘉か

兵へ

衛え

の
言い

わ
ん
と
す
る
こ
と
を
お
ぼ
ろ
げ
に

理り

解か
い

し
た
。
し
か
し
、
嘉か

兵へ

衛え

か
ら
「
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
」
の
名な

前ま
え

が
一ひ

と

言こ
と

も
出で

て
こ
な
い
こ
と
に
疑ぎ

念ね
ん

が
残の

こ

っ
た
。
嘉か

兵へ

衛え

が
カ
ピ
タ
ン
と
言い

っ
た
の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
、
す
な
わ
ち
ゴ
ロ
ー

ニ
ン
艦か

ん

長ち
ょ
うの
事こ

と

だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
ま
で
リ
コ
ル
ド
は
理り

解か
い

で
き
な
か
っ
た
。

　

乗の
り

組く
み

員い
ん

の
中な

か

に
も
、
嘉か

兵へ

衛え

の
言こ

と

葉ば

を
信し

ん

じ
ず
に
、
ゴ
ロ
ー

ニ
ン
ら
は
殺さ

つ

害が
い

さ
れ
た
と
し
て
、
報ほ

う

復ふ
く

戦せ
ん

を
す
べ
き
だ
と
激げ

き

烈れ
つ

に
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
者も

の

も
い
た
。
し
か
し
リ
コ
ル
ド
は
嘉か

兵へ

衛え

を
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
に
連つ

れ
て
行い

っ
て
、
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

時じ

間か
ん

を
か
け
て
ゴ
ロ
ー
ニ
ン

ら
の
消

し
ょ
う

息そ
く

と
日に

本ほ
ん

側が
わ

の
意い

向こ
う

を
聞き

き
た
だ
す
こ
と
に
し
た
。

　

彼か
れ

は
そ
の
旨む

ね

を
な
ん
と
か
嘉か

兵へ

衛え

に
説せ

つ

明め
い

し
た
が
、
す
で
に

覚か
く

悟ご

を
決き

め
て
い
た
嘉か

兵へ

衛え

は
冷れ

い

静せ
い

に
こ
れ
を
承

し
ょ
う

諾だ
く

し
て
、
リ

コ
ル
ド
を
驚お

ど
ろか
せ
た
。
嘉か

兵へ

衛え

が
出だ

し
た
た
だ
一ひ

とつ
の
条

じ
ょ
う

件け
ん

は
、

「
ロ
シ
ア
に
行い

っ
て
も
決け

っ

し
て
リ
コ
ル
ド
と
分わ

か
れ
る
事こ

と

の
な
い

よ
う
に
し
て
く
れ
」
と
い
う
事こ

と

だ
っ
た
。
嘉か

兵へ

衛え

も
す
で
に
リ

コ
ル
ド
を
信し

ん

頼ら
い

で
き
る
人じ

ん

物ぶ
つ

と
見み

て
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

リ
コ
ル
ド
は
連つ

れ
て
き
た
日に

本ほ
ん

人じ
ん

抑よ
く

留り
ゅ
う

者し
ゃ

た
ち
を
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

し
、
そ
の
代か

わ
り
に
嘉か

兵へ

衛え

の
身み

の
回ま

わ

り
の
世せ

話わ

で
部ぶ

下か

４
人に

ん

を
連つ

れ
て
い
く
、と
主し

ゅ

張ち
ょ
うし
た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
、部ぶ

下か

を
思お

も

い
や
っ

て
自じ

分ぶ
ん

一ひ
と

人り

で
行い

く
と
言い

い
張は

っ
た
が
、
リ
コ
ル
ド
は
こ
の
要よ

う

求き
ゅ
うは
曲ま

げ
な
か
っ
た
。

　

嘉か

兵へ

衛え

は
や
む
な
く
承

し
ょ
う

知ち

し
、
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

で
部ぶ

下か

た
ち
に
説せ

つ

明め
い

す
る
の
で
、
リ
コ
ル
ド
に
一い

っ

緒し
ょ

に
来き

て
欲ほ

し
い
と
頼た

の

ん
だ
。

彼か
れ

の
温お

ん

和わ

な
顔か

お

を
見み

せ
て
部ぶ

下か

た
ち
を
安あ

ん

心し
ん

さ
せ
た
い
、
と
い

う
思お

も

い
だ
っ
た
。
リ
コ
ル
ド
は
承

し
ょ
う

諾だ
く

し
た
。
観か

ん

世ぜ

丸ま
る

に
乗の

り
込こ

ん
だ
ら
身み

が
危あ

ぶ

な
い
と
い
う
危き

険け
ん

も
あ
っ
た
が
、
す
で
に
嘉か

兵へ

衛え

を
信し

ん

頼ら
い

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

観か
ん

世ぜ

丸ま
る

で
は
嘉か

兵へ

衛え

と
部ぶ

下か

た
ち
が
涙な

み
だ
な
が
ら
に
別わ

か

れ
を

悲か
な

し
む
光こ

う

景け
い

を
見み

て
、
リ
コ
ル
ド
は
心

こ
こ
ろ

動う
ご

か
さ
れ
た
。
一い

っ

緒し
ょ

に

ロ
シ
ア
に
行い

く
４
人に

ん

は
す
ぐ
に
志し

願が
ん

し
て
く
れ
た
。
ま
た
嘉か

兵へ

衛え

は
松ま

つ

前ま
え

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

宛あ
て

に
手て

紙が
み

を
書か

い
て
、
両

り
ょ
う

国こ
く

の
平へ

い

和わ

の
た
め

に
努ど

力り
ょ
くし
、
た
と
え
死し

ん
で
も
故こ

国こ
く

を
裏う

ら

切ぎ

る
存ぞ

ん

念ね
ん

は
毛も

う

頭と
う

な
い
、
と
結む

す

ん
だ
。

　

デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

は
荒こ

う

天て
ん

の
中な

か

を
千ち

島し
ま

列れ
っ

島と
う

沿ぞ

い
に
３
週

し
ゅ
う

間か
ん

ほ
ど

か
け
て
北ほ

く

上じ
ょ
うし
、
９
月が

つ

１
１
日に

ち

、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半は

ん

島と
う

南な
ん

東と
う

部ぶ

の
ペ
テ
ロ
パ
ウ
ロ
フ
ス
ク
港こ

う

に
入

に
ゅ
う

港こ
う

し
た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
役や

く

所し
ょ

の

建た
て

物も
の

の
２
４
畳じ

ょ
うほ
ど
の
部へ

屋や

で
リ
コ
ル
ド
と
寝ね

起お

き
を
と
も
に

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
牢ろ

う

獄ご
く

に
入い

れ
ら
れ
る
と
思お

も

っ
て
い
た
嘉か

兵へ

衛え

は
、
こ
れ
に
は
驚お

ど
ろ
く
と
と
も
に
、
ほ
っ
と
す
る
思お

も

い
で
あ
っ

た
。

　

隣と
な
りの
部へ

屋や

に
は
１
２
歳さ

い

の
オ
リ
カ
と
い
う
ボ
ー
イ
が
住す

み
込こ

ん
で
い
た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
オ
リ
カ
に
日に

本ほ
ん

語ご

を
教お

し

え
、
彼か

れ

か
ら

ロ
シ
ア
語ご

を
習な

ら

っ
た
。
終

し
ゅ
う

日じ
つ

、
顔か

お

を
合あ

わ
せ
て
い
た
の
で
、
嘉か

兵へ

衛え

は
２
０
日か

ほ
ど
で
片か

た

言こ
と

の
日に

ち

常じ
ょ
う

会か
い

話わ

が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

起き

居き
ょ

を
共と

も

に
す
る
リ
コ
ル
ド
と
も
、
日に

本ほ
ん

語ご

と
ロ
シ
ア
語ご

を

混ま

ぜ
た
二ふ

た

人り

だ
け
の
言げ

ん

語ご

で
、
か
な
り
抽

ち
ゅ
う

象し
ょ
う

的て
き

な
こ
と
ま
で

意い

思し

が
通つ

う

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
５
年ね

ん

ぶ
り
に
立た

ち

寄よ

っ
た
国く

な

後し
り

島と
う

の
泊

と
ま
り

湾わ
ん

で
リ
コ
ル
ド
と
出で

会あ

っ
た
の
は
、
両

り
ょ
う

国こ
く

間か
ん

の
不ふ

幸こ
う

な
事じ

件け
ん

解か
い

決け
つ

の
使し

命め
い

を
天て

ん

か
ら
与あ

た

え
ら
れ
た
も
の

だ
ろ
う
、
と
熱ね

つ
っ
ぽ
く
語か

た
っ
た
。

　

ま
た
、
ロ
シ
ア
政せ

い

府ふ

が
フ
ォ
ス
ト
フ
の
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

行こ
う

為い

に
は
関か

ん

与よ

し
て
い
な
い
と
い
う
趣し

ゅ

旨し

の
文ぶ

ん

書し
ょ

を
、
し
か
る
べ
き
高こ

う

官か
ん

か
ら

松ま
つ

前ま
え

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

宛あ
て

に
出だ

せ
ば
、
抑よ

く

留り
ゅ
うロ
シ
ア
人じ

ん

は
必か

な
ら
ず
保ほ

釈し
ゃ
くさ
れ

る
と
、
言い

い
切き

っ
た
。
リ
コ
ル
ド
は
、
早さ

っ

速そ
く

、
嘉か

兵へ

衛え

の
言こ

と

葉ば

を
信し

ん

じ
て
、
片か

た

道み
ち

１
５
日に

ち

も
か
か
る
バ
イ
カ
ル
湖こ

畔は
ん

の
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
に
い
る
シ
ベ
リ
ア
総そ

う

督と
く

か
ら
、
そ
の
旨む

ね

の
陳ち

ん

謝し
ゃ

状じ
ょ
うを

取と

り
付つ

け
よ
う
と
旅た

び

立だ

っ
て
い
っ
た
。

　

年と
し

が
明あ

け
て
、
２
月が

つ

、
嘉か

兵へ

衛え

の
部ぶ

下か

３
名め

い

が
生せ

い

活か
つ

環か
ん

境
き
ょ
う

の
違ち

が

い
か
ら
病

び
ょ
う

気き

に
か
か
り
、
相あ

い

次つ

い
で
亡な

く
な
っ
た
。

　

４
月が

つ

１
７
日に

ち

、
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

は
嘉か

兵へ

衛え

ら
残の

こ

る
３
人に

ん

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

を
乗の

せ
て
、
出

し
ゅ
っ

航こ
う

し
た
。
実じ

つ

は
リ
コ
ル
ド
は
カ
ム
チ
ャ
ッ

カ
長

ち
ょ
う

官か
ん

に
昇

し
ょ
う

進し
ん

し
て
い
た
の
だ
が
、
嘉か

兵へ

衛え

を
送お

く

り
返か

え

し
、
ゴ

ロ
ー
ニ
ン
を
取と

り
戻も

ど

す
た
め
の
日に

本ほ
ん

行ゆ

き
を
優ゆ

う

先せ
ん

し
た
の
で
あ

る
。

　
ロ
シ
ア
側が

わ

で
は
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
以い

下か

は
も
う
殺こ

ろ

さ
れ
て
い
る
、

と
信し

ん

じ
、
５
隻せ

き

の
艦か

ん

隊た
い

を
派は

遣け
ん

し
、
日に

本ほ
ん

を
威い

圧あ
つ

し
よ
う
と

い
う
計け

い

画か
く

も
あ
っ
た
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
の
シ
ベ
リ
ア
提て

い

督と
く

か
ら

の
釈

し
ゃ
く

明め
い

書し
ょ

も
届と

ど

い
て
い
な
い
が
、
こ
の
ま
ま
待ま

っ
て
い
た
ら
、

ど
ん
な
事こ

と

に
な
る
か
分わ

か
ら
な
い
と
、
リ
コ
ル
ド
は
独ど

く

断だ
ん

で
船ふ

ね

を
出だ

し
た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
感か

ん

動ど
う

し
、
自じ

分ぶ
ん

も
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
た
ち
の

釈し
ゃ
く

放ほ
う

に
本ほ

ん

気き

で
努ど

力り
ょ
くし
よ
う
と
心こ

こ
ろに
決き

め
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
陣じ

ん

屋や

が
見み

え
る
泊

と
ま
り

湾わ
ん

に
辿た

ど

り
着つ

き
、
今こ

ん

後ご

の
交こ

う

渉
し
ょ
う

方ほ
う

法ほ
う

を
話は

な

し
合あ

う
中な

か

で
嘉か

兵へ

衛え

と
リ
コ
ル
ド
の
衝

し
ょ
う

突と
つ

が
起お

き

た
。
ま
ず
二ふ

た

人り

の
部ぶ

下か

を
陣じ

ん

屋や

に
や
る
、
と
い
う
嘉か

兵へ

衛え

の

提て
い

案あ
ん

に
リ
コ
ル
ド
は
異い

存ぞ
ん

は
な
か
っ
た
が
、「
一ひ

と

人り

は
明あ

日す

、

艦か
ん

に
帰か

え

し
て
く
れ
」
と
条

じ
ょ
う

件け
ん

を
つ
け
た
。
こ
れ
が
「
ま
だ
、
そ

ん
な
こ
と
を
い
う
か
」
と
嘉か

兵へ

衛え

を
激げ

き

怒ど

さ
せ
た
。

　

二ふ
た

人り

が
陣じ

ん

屋や

に
行い

け
ば
、
役や

く

人に
ん

衆し
ゅ
うの
指さ

し

図ず

に
従し

た
が
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
、
戻も

ど

れ
る
か
ど
う
か
約や

く

束そ
く

な
ど
で
き
な

い
。
嘉か

兵へ

衛え

は
こ
こ
で
習

し
ゅ
う

慣か
ん

も
考か

ん
が
え
方か

た

も
全ま

っ
た
く
違ち

が

う
ロ
シ
ア
側が

わ

と
日に

本ほ
ん

側が
わ

が
直

ち
ょ
く

接せ
つ

交こ
う

渉し
ょ
うし
て
も
、
摩ま

擦さ
つ

が
生し

ょ
う
じ
る
ば
か
り
で
、

困こ
ん

難な
ん

に
陥お

ち
いる
こ
と
は
間ま

違ち
が

い
な
い
、
と
思お

も
っ
た
。
唯ゆ

い

一い
つの
道み

ち

は
、

彼か
れ

が
交こ

う

渉し
ょ
うの
仲な

か

立だ

ち
が
で
き
る
よ
う
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

委い

任に
ん

を
リ
コ
ル

ド
か
ら
取と

り
付つ

け
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
嘉か

兵へ

衛え

は
異い

常じ
ょ
うな
振ふ

る
舞ま

い
に
及お

よ

ん
だ
。
周

し
ゅ
う

囲い

の
ロ

シ
ア
兵へ

い

た
ち
か
ら
逃の

が

れ
て
物も

の

見み

櫓ろ

に
駆か

け
上の

ぼ

り
、
リ
コ
ル
ド
に

一い
っ

対た
い

一い
ちの
勝

し
ょ
う

負ぶ

を
呼よ

び
か
け
た
。
リ
コ
ル
ド
の
肩か

た

先さ
き

に
脇わ

き

差ざ

し

で
少す

こ

し
突つ

け
ば
、
そ
れ
で
自じ

分ぶ
ん

の
名め

い

誉よ

は
保た

も

て
る
か
ら
、
あ
と

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を毎
まいしゅう

週
掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や
日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、少
すこ

しで
も日

に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

ってもらえるよう、最
も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでい
ない兄

きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介し
てください。

（ニッケイ新
しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

 

幕ば
く

末ま
つ

の
日に

ち

露ろ

外が
い

交こ
う

危き

機き

を
克こ

く

服ふ
く

し
た
二ふ

た

人り

の
友ゆ

う

情じ
ょ
う

（３） ２０１９年第５２３９号 	 ５月	１１日	（土曜日）

は
切せ

っ

腹ぷ
く

す
る
と
い
う
。
こ
こ
で
嘉か

兵へ

衛え

に
死し

な
れ
て
は
元も

と

も
子こ

も
な
い
。
リ
コ
ル
ド
は
腰こ

し

の
剣け

ん

を
は
ず
し
て
か
ら
、
物も

の

見み

櫓ろ

に

登の
ぼ

り
、嘉か

兵へ

衛え

の
手て

を
と
っ
て
自じ

分ぶ
ん

の
不ふ

行ゆ

き
届と

ど

き
を
詫わ

び
た
。

　

リ
コ
ル
ド
は
周ま

わ

り
の
水す

い

兵へ
い

等な
ど

を
遠と

お

ざ
け
、
二ふ

た

人り

で
物も

の

見み

櫓ろ

を
降お

り
て
、
艦か

ん

長ち
ょ
う

室し
つ

に
行い

き
、
ホ
ッ
と
し
た
表

ひ
ょ
う

情じ
ょ
うで
ま
ず
一い

っ

杯ぱ
い

の
茶ち

ゃ

を
飲の

ん
だ
。
そ
し
て
、
火か

薬や
く

庫こ

に
火ひ

を
つ
け
さ
え
す

れ
ば
、
乗の

り

組く
み

員い
ん

一い
ち

同ど
う

の
命い

の
ち
は
一い

っ

瞬し
ゅ
んに
奪う

ば

え
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と

言い

っ
た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
「
人ひ

と

の
油ゆ

断だ
ん

を
窺う

か
が
う
報ほ

う

復ふ
く

は
、
弱よ

わ

い
小

し
ょ
う

心し
ん

者も
の

の
す
る
こ
と
だ
、
わ
し
は
正

し
ょ
う

面め
ん

切き

っ
て
話は

な
しを
つ
け
る
ん
だ
」

と
胸む

ね

を
張は

っ
た
。
リ
コ
ル
ド
は
後の

ち

に
回か

い

想そ
う

録ろ
く

で
こ
う
書か

い
て
い

る
。

　
か
う
し
た
悲ひ

壮そ
う

に
し
て
断だ

ん

乎こ

た
る
意い

図と

を
示し

め

し
、
心こ

こ
ろか
ら

打う

ち
解と

け
た
態た

い

度ど

を
見み

せ
ら
れ
る
と
、
私わ

た
しの
眼め

に
は
嘉か

兵へ

衛え

は
全ま

っ
たく
得え

難が
た

い
人じ

ん

物ぶ
つ

だ
と
映う

つ

る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今い

ま

ま
で

隠か
く

れ
て
ゐ
た
彼か

れ

の
度ど

量り
ょ
うの
大お

お

き
さ
が
現あ

ら

は
れ
る
に
つ
れ
て
、
彼か

れ

に
対た

い

す
る
私わ

た
しの
尊そ

ん

敬け
い

は
い
よ
い
よ
高た

か

ま
っ
て
行い

っ
た
。[

１
， ｐ

２
６
７]

　

リ
コ
ル
ド
は
陣じ

ん

屋や

と
の
交こ

う

渉し
ょ
うを
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
嘉か

兵へ

衛え

に
任ま

か

せ

る
気き

持も

ち
に
な
っ
た
。
フ
ォ
ス
ト
フ
事じ

件け
ん

の
謝し

ゃ

罪ざ
い

文ぶ
ん

が
い
る
な

ら
、
文ぶ

ん

案あ
ん

を
指さ

し

示し
め

し
て
貰も

ら

え
ば
、
そ
の
通と

お

り
書か

く
、
と
ま
で

言い

っ
た
。
二ふ

た

人り

は
最さ

い

後ご

の
晩ば

ん

を
朝あ

さ

ま
で
語か

た

り
尽つ

く
し
た
。

　

嘉か

兵へ

衛え

の
上

じ
ょ
う

陸り
く

の
用よ

う

意い

は
整

と
と
の
っ
た
。
リ
コ
ル
ド
に
頼た

の

ん
で
、

ウ
ォ
ッ
カ
を
乗の

り

組く
み

員い
ん

一い
ち

同ど
う

に
振ふ

る
舞ま

っ
た
。
背せ

丈た
け

の
高た

か

い
将

し
ょ
う

兵へ
い

た
ち
を
前ま

え

に
、
嘉か

兵へ

衛え

は
今い

ま

ま
で
の
友ゆ

う

誼ぎ

に
礼れ

い

を
述の

べ
た
。
将

し
ょ
う

兵へ
い

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

二ふ
た

人り

が
、
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
以い

下か

７
人に

ん

の
円え

ん

満ま
ん

な
釈

し
ゃ
く

放ほ
う

に
つ
い
て
宜よ

ろ

し
く
配は

い

慮り
ょ

を
頼た

の

む
、
と
述の

べ
て
敬け

い

礼れ
い

し
た
。

 

ボ
ー
ト
が
下お

ろ
さ
れ
、
嘉か

兵へ

衛え

が
乗の

り
込こ

ん
だ
。
リ
コ
ル
ド

自じ

身し
ん

も
乗の

り
込こ

ん
で
、
嘉か

兵へ

衛え

を
送お

く

り
届と

ど

け
る
と
い
う
。
見み

る
と
リ
コ
ル
ド
は
帯た

い

剣け
ん

を
は
ず
し
て
丸ま

る

腰ご
し

だ
っ
た
。「
敵て

き

国こ
く

に

乗の

り
込こ

む
の
に
、
な
ぜ
帯た

い

剣け
ん

を
は
ず
し
た
の
か
」
と
嘉か

兵へ

衛え

が
聞き

く
と
、
リ
コ
ル
ド
は
「
わ
た
し
は
す
で
に
船ふ

ね

も
人ひ

と

も
タ
イ

シ
ョ
ウ
（
大た

い

将し
ょ
う）
に
任ま

か

せ
た
。
丸ま

る

腰ご
し

で
お
送お

く

り
す
る
の
は
敬け

い

意い

を
表ひ

ょ
う
す
る
意い

味み

だ
」
と
答こ

た

え
て
、
嘉か

兵へ

衛え

を
感か

ん

激げ
き

さ
せ
た
。

　

ボ
ー
ト
が
陸り

く

に
着つ

く
と
、
リ
コ
ル
ド
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取と

り

出だ

し
た
ハ
ン
カ
チ
を
二ふ

た

つ
に
引ひ

き
裂さ

き
、
そ
の
半は

ん

分ぶ
ん

を
嘉か

兵へ

衛え

に
渡わ

た

し
な
が
ら
言い

っ
た
。「
お
前ま

え

が
お
れ
の
親し

ん

友ゆ
う

な
ら
、
明あ

後さ
っ

日て

か
明し

明あ

後さ
っ

日て

か
遅お

そ

く
も
そ
の
翌よ

く

の
日ひ

ま
で
に
は
、
あ
と
半は

ん

分ぶ
ん

の
ハ
ン
カ
チ
を
持も

っ
て
く
る
に
違ち

が

い
な
い
」

　

嘉か

兵へ

衛え

が
海か

い

岸が
ん

で
そ
の
ハ
ン
カ
チ
を
振ふ

っ
た
の
は
、
翌よ

く

日じ
つ

だ
っ
た
。
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

か
ら
は
、
す
ぐ
に
迎む

か

え
の
ボ
ー
ト
が
来き

た
。
嘉か

兵へ

衛え

は
陣じ

ん

屋や

の
役や

く

人に
ん

か
ら
渡わ

た

さ
れ
た
教

き
ょ
う

諭ゆ

書し
ょ

を
示し

め

し

た
。
フ
ォ
ス
ト
フ
事じ

件け
ん

に
つ
い
て
謝し

ゃ

罪ざ
い

す
る
な
ら
、
協

き
ょ
う

議ぎ

の
上う

え

、

ゴ
ロ
ー
ニ
ン
以い

下か

７
名め

い

の
者も

の

を
帰き

国こ
く

さ
せ
る
、
と
い
う
松ま

つ

前ま
え

奉ぶ

行ぎ
ょ
うか
ら
、
あ
ら
か
じ
め
配は

い

布ふ

さ
れ
て
い
た
書し

ょ

状じ
ょ
うだ
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
松ま

つ

前ま
え

か
ら
の
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
自じ

筆ひ
つ

の
手て

紙が
み

が
陣じ

ん

屋や

に
届と

ど

き
、
嘉か

兵へ

衛え

は
そ
れ
を
リ
コ
ル
ド
に
渡わ

た

す
よ
う
命め

い

ぜ
ら
れ

た
。
リ
コ
ル
ド
が
封ふ

う

を
切き

る
と
、
文ぶ

ん

は
「
無ぶ

事じ

松ま
つ

前ま
え

に
い
る
」

と
の
わ
ず
か
２
行ぎ

ょ
う
だ
っ
た
が
、
ま
さ
し
く
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
の
筆ひ

っ

跡せ
き

だ
っ
た
。

　

手て

紙が
み

を
わ
し
づ
か
み
に
し
た
リ
コ
ル
ド
は
艦か

ん

長ち
ょ
う

室し
つ

か
ら
甲か

ん

板ぱ
ん

に
駆か

け
上あ

が
り
、
大お

お

声ご
え

で
全ぜ

ん

乗の
り

組く
み

員い
ん

の
集

し
ゅ
う

合ご
う

を
命め

い

じ
た
。

皆み
な

が
集あ

つ

ま
る
と
、
手て

紙が
み

を
声こ

え

高た
か

く
読よ

み
上あ

げ
た
。
リ
コ
ル
ド

の
感か

ん

激げ
き

と
歓か

ん

喜き

は
、
た
ち
ま
ち
乗の

り

組く
み

員い
ん

全ぜ
ん

員い
ん

に
伝つ

た

わ
っ
た
。

３
年ね

ん

越ご

し
の
苦く

悩の
う

が
、
氷

ひ
ょ
う

解か
い

し
た
一い

っ

瞬し
ゅ
んで
あ
っ
た
。

　
こ
の
有あ

り

様さ
ま

を
傍か

た
わ
ら
で
見み

て
い
た
嘉か

兵へ

衛え

は
、
人に

ん

情じ
ょ
うは
国こ

っ

境
き
ょ
う

を
越こ

え
、
民み

ん

族ぞ
く

を
越こ

え
て
変か

わ

り
な
い
こ
と
を
今い

ま

更さ
ら

の
よ
う
に
感か

ん

じ
た
。
興こ

う

奮ふ
ん

に
お
の
の
く
乗の

り

組く
み

員い
ん

ら
は
、
そ
の
手て

紙が
み

を
も
た
ら

し
た
嘉か

兵へ

衛え

の
存そ

ん

在ざ
い

に
気き

が
つ
く
と
、
争

あ
ら
そ
っ
て
か
れ
の
手て

を
と

り
抱ほ

う

擁よ
う

し
た
。
小ち

い

さ
な
嘉か

兵へ

衛え

は
大お

お

男お
と
こら
の
な
か
に
埋う

ま
っ
て

し
ま
っ
た
。将

し
ょ
う

兵へ
い

ら
は
朝あ

さ

の
さ
わ
や
か
な
甲か

ん

板ぱ
ん

で
祝

し
ゅ
く

杯は
い

を
あ
げ
、

果は

て
は
唄う

た

い
踊お

ど

り
だ
す
者も

の

も
出で

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後ご

、
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

は
ロ
シ
ア
政せ

い

府ふ

か
ら
の
フ
ォ
ス
ト
フ
事じ

件け
ん

の
釈

し
ゃ
く

明め
い

書し
ょ

を
と
り
に
、
一い

っ

端た
ん

、
母ぼ

国こ
く

に
戻も

ど

り
、
９
月が

つ

１
７

日に
ち

に
函は

こ

館だ
て

港こ
う

に
入は

い
っ
た
。
嘉か

兵へ

衛え

も
そ
こ
で
待ま

ち
受う

け
て
い
た
。

嘉か

兵へ

衛え

の
仲

ち
ゅ
う

介か
い

に
よ
り
、
厳お

ご
そ
か
な
儀ぎ

式し
き

の
中な

か

で
ロ
シ
ア
側が

わ

の
釈

し
ゃ
く

明め
い

書し
ょ

が
幕ば

く

府ふ

の
奉ぶ

行ぎ
ょ
うに
手て

渡わ
た

さ
れ
た
。
そ
の
上う

え

で
、
ゴ
ロ
ー
ニ

ン
た
ち
が
リ
コ
ル
ド
に
引ひ

き
渡わ

た

さ
れ
た
。
リ
コ
ル
ド
は
ゴ
ロ
ー

ニ
ン
の
も
と
に
駆か

け
よ
っ
て
、
し
っ
か
り
と
抱だ

き
合あ

っ
た
。

　
ロ
シ
ア
に
戻も

ど

る
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

に
日に

本ほ
ん

側が
わ

か
ら
心こ

こ
ろ
づ
く
し
の
水み

ず

、

薪た
き
ぎ、
野や

菜さ
い

、
白は

く

米ま
い

、
塩し

お

な
ど
が
届と

ど

け
ら
れ
た
。
ロ
シ
ア
の
水す

い

兵へ
い

た
ち
と
日に

本ほ
ん

の
漁ぎ

ょ

夫ふ

た
ち
は
、
力ち

か
ら
を
合あ

わ
せ
て
積つ

み
込こ

み

作さ

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な
っ
た
。

　

９
月が

つ

２
９
日に

ち

、
順

じ
ゅ
ん

風ぷ
う

が
吹ふ

き
始は

じ

め
、
デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

は
出

し
ゅ
っ

帆ぱ
ん

合あ
い

図ず

の
信し

ん

号ご
う

を
あ
げ
た
。嘉か

兵へ

衛え

は
大お

お

型が
た

船せ
ん

で
駆か

け
つ
け
、デ
ィ

１
．
高た

か

田た

屋や

嘉か

兵へ

衛え

（
３
）
童ど

う

門も
ん

冬ふ
ゆ

二じ

『
高た

か

田た

屋や

嘉か

兵へ

衛え 

（
物も

の

語が
た
りと
史し

蹟せ
き

を
た

ず
ね
て
）』
★
★
、
成せ

い

美び

堂ど
う

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

、
Ｓ
６
３

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．

ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．

ｊ
ｐ
／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／

４
４
１
５
０
６
５
６
９
４
／

ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ

ｌ
０
－
２
２
／

　

通つ
う

商し
ょ
うと
国こ

っ

境き
ょ
う

策さ
く

定て
い

の
問も

ん

題だ
い

を
激は

げ

し
く
論ろ

ん

じ
合あ

う
二ふ

た

人り

の
間

あ
い
だ

に
ひ
そ
か
な
共

き
ょ
う

感か
ん

が
芽め

生ば

え
て
い
っ
た
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
２
ｓ
．
ｂ
ｉ
ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ｅ
．ｎ
ｅ
．

ｊ
ｐ
／
～
ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ
／
ｊ
ｏ
ｇ
ｂ
ｄ
＿
ｈ
１
５
／
ｊ
ｏ

ｇ
２
９
３
．
ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】

（
１
）
柴し

ば

村む
ら

羊よ
う

五ご

『
北ほ

っ

海か
い

の
豪ご

う

商し
ょ
う 

高た
か

田た

屋や

嘉か

兵へ

衛え

─
日に

ち

露ろ

危き

機き

を
救す

く

っ
た
幕ば

く

末ま
つ

傑け
つ

物ぶ
つ

伝で
ん

』
★
★
、
亜あ

紀き

書し
ょ

房ぼ
う

、
Ｈ
１
２　

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
７
５
０
５
０
０
１
４
３
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
０
１
－
２
２
／

（
２
）
司し

馬ば

遼り
ょ
う

太た

郎ろ
う

『
菜な

の
花は

な

の
沖お

き 

（
６
）』
★
★
★
、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ
１
２

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ
．
ｃ
ｏ
．
ｊ
ｐ

／
ｏ
／
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｎ
／
４
１
６
７
１
０
５
９
１
８
／
ｊ
ａ
ｐ
ａ

ｎ
ｏ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｇ
０
１
－
２
２
／

２
．
リ
コ
ル
ド
の
決け

っ

心し
ん

３
．
ロ
シ
ア
に
連つ

れ
て
行い

く

４
． 「
両り

ょ
う

国こ
く

間か
ん

の
不ふ

幸こ
う

な

　
　
　

事じ

件け
ん

解か
い

決け
つ

の
使し

命め
い

」

５
．
嘉か

兵へ

衛え

の
激げ

き

怒ど

７
．
大お

お

男お
と
こ

た
ち
の
歓か

ん

喜き

６
．
ハ
ン
カ
チ
の
半は

ん

分ぶ
ん

８
．「
タ
イ
シ
ョ
ウ
、
ウ
ラ
ア
！
」

ア
ナ
号ご

う

を
沖お

き

合あ
い

に
曳え

い

船せ
ん

し
た
。
湾わ

ん

の
出で

口ぐ
ち

で
、

デ
ィ
ア
ナ
号ご

う

乗の
り

組く
み

員い
ん

全ぜ
ん

員い
ん

が
甲か

ん

板ぱ
ん

に
整せ

い

列れ
つ

し
、

一い
っ

斉せ
い

に
ウ
ラ
ア
（
万ば

ん

歳ざ
い

）
を
唱と

な

え
た
。

　

彼か
れ

ら
は
さ
ら
に
、
嘉か

兵へ

衛え

へ
の
感か

ん

謝し
ゃ

と
敬け

い

愛あ
い

を
こ
め
て
「
タ
イ
シ
ョ
ウ
、
ウ
ラ
ア
！
」
を
三さ

ん

唱し
ょ
うし
た
。
嘉か

兵へ

衛え

も
船ふ

ね

の
高た

か

い
所と

こ
ろに
立た

っ
て「
ウ

ラ
ア
、
ヂ
ア
ナ
！
」
と
絶ぜ

っ

叫き
ょ
うし
た
。
こ
う
し
て
、

幕ば
く

末ま
つ

最さ
い

大だ
い

の
日に

ち

露ろ

外が
い

交こ
う

危き

機き

は
嘉か

兵へ

衛え

と
リ

コ
ル
ド
の
友ゆ

う

情じ
ょ
うに
よ
っ
て
無ぶ

事じ

に
収

し
ゅ
う

束そ
く

し
た
の

で
あ
る
。

                      　

  （
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

ａ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

３
０
２) 

間ま

宮み
や

林り
ん

蔵ぞ
う

の
樺か

ら

太ふ
と

探た
ん

検け
ん 

　
ロ
シ
ア
艦か

ん

来ら
い

襲し
ゅ
う

時と
き

の
敗は

い

走そ
う

者し
ゃ

と
の
汚お

名め
い

を

そ
そ
ぐ
べ
く
、
林り

ん

蔵ぞ
う

は
命い

の
ちを
か
け
た
樺か

ら

太ふ
と

探た
ん

検け
ん

に
乗の

り
出だ

し
た
。

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
２
ｓ
．
ｂ
ｉ
ｇ
ｌ

ｏ
ｂ
ｅ
．
ｎ
ｅ
．
ｊ
ｐ
／
～
ｎ
ｉ
ｐ
ｐ
ｏ
ｎ

／
ｊ
ｏ
ｇ
ｂ
ｄ
＿
ｈ
１
５
／
ｊ
ｏ
ｇ
３
０
２
．

ｈ
ｔ
ｍ
ｌ

ｂ
． 

Ｊ
Ｏ
Ｇ(

２
９
３) 

川か
わ

路じ

聖せ
い

謨ぼ

と
プ

チ
ャ
ー
チ
ン 

～ 

幕ば
く

末ま
つ

名め
い

外が
い

交こ
う

官か
ん

の
激げ

き

突と
つ
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Começam inscrições on-line 
para aquisição de ingressos 
da Tóquio–2020

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Olimpíada (09/05/2019)

Começaram as inscrições 
on-line para a aquisição de 
ingressos da Olimpíada de 
2020 em Tóquio.
O site oficial das vendas 
de ingressos começou a 
receber solicitações às 10 
horas desta quinta-feira no 
Japão. As vendas são feitas 
por sorteio.
O site oferece ingressos 
para as cerimônias de aber-
tura e encerramento e para 

as provas dos 32 esportes.
Cada inscrito pode soli-
citar até 30 ingressos em 
primeira opção e outros 30 
em segunda preferência, 
mas, no total, poderá ad-
quirir não mais do que 30 
ingressos.
As inscrições para a ven-
da inicial de ingressos es-
tão limitadas a indivíduos 
residentes no Japão, que 
precisam estar cadastrados 

no “Tokyo 2020 ID”, site 
oficial das vendas de in-
gressos para os jogos. Até 
quarta-feira haviam se ca-
dastrado aproximadamente 
3 milhões de pessoas.
As solicitações serão rece-
bidas até as 23h59 de 28 
de maio. Os resultados do 
sorteio serão anunciados 
em 20 de junho.
A expectativa é de que haja 
um grande número de so-

licitações no site das ven-
das logo após o início do 
prazo e pouco antes do seu 
encerramento. O comitê 
organizador da Olimpíada 
de 2020 em Tóquio reco-
menda aos interessados 
que evitem os períodos de 
maior procura. Explica que 
nenhuma antecedência na 
inscrição afetará os resul-
tados do sorteio.

Honda registra recorde de 
vendas, mas lucro operacional cai

Honda  (09/05/2019)

A  montadora de veículos 
japonesa Honda registrou 
recorde de vendas no ano 
fiscal de 2018. No entanto, 
os lucros da empresa enco-

lheram por causa de suas 
operações de reestrutura-
ção na Europa.
Segundo funcionários da 
Honda, as vendas do grupo 

Governo americano segue 
adiante com elevação de tarifas 
sobre produtos chineses

Departamento de Justiça dos 
EUA indicia cidadão chinês 
em conexão com ataque 
cibernético

EUA (10/05/2019)

EUA (10/05/2019)

O governo dos Estados 
Unidos elevou as tarifas, 
dos atuais 10% para 25%, 
sobre um total de 200 bi-
lhões de dólares de produ-
tos chineses.
Na quinta-feira, os nego-
ciadores das duas maiores 
economias do mundo ter-
minaram seu primeiro dia 
de conversações em menos 
de duas horas. Essa é a úl-
tima de várias discussões 
conduzidas cara a cara, 
desde que ambos os países 
concordaram, em dezem-
bro do ano passado, em 
tentar chegar a um acordo 
para terminar com a dispu-
ta comercial.
Robert Lighthizer, repre-
sentante do Comércio dos 

O Departamento de Jus-
tiça dos Estados Unidos 
disse ter identificado e 
acusado um homem de na-
cionalidade chinesa em co-
nexão com o vasto ataque 
cibernético a uma grande 
seguradora americana há 4 
anos.
No ataque de hackers con-
tra a Anthem, conduzido 
em 2015, foram roubadas 
informações pessoais de 
aproximadamente 80 mi-
lhões de clientes, como o 
nome, data de nascimento 
e número de seguridade so-
cial. O caso teria sido um 
dos piores vazamentos de 
dados da história.
O Departamento de Justiça 
anunciou, na quinta-fei-
ra, que Fujie Wang, de 32 
anos, que mora na China, e 
seu grupo de hackers inva-
diram as redes de compu-
tadores da Anthem e outras 
empresas, com base nos 

Estados Unidos, Steven 
Mnuchin, secretário do Te-
souro dos Estados Unidos, 
e Liu He, vice-premiê da 
China, participaram das 
conversações.
Eles concordaram em con-
tinuar com as negociações, 
contudo, o prazo de sexta-
feira determinado pelo pre-
sidente Donald Trump para 
aumentar as tarifas levou 
as duas maiores economias 
do mundo a um profundo 
conflito comercial.
Trump está culpando Pe-
quim pelas taxas adicio-
nais. Ele disse que a China 
voltou atrás nos compro-
missos firmados em nego-
ciações anteriores.

Estados Unidos.
A denúncia alega que eles 
cometeram fraude em re-
lação a computadores e 
roubo de identidade, além 
de outros crimes relaciona-
dos.
O FBI mencionou, no seu 
pôster de procurados, que 
Wang mora na cidade de 
Shenzhen, no sul da China, 
e pediu informações sobre 
o homem.
O Departamento de Justi-
ça estabeleceu uma equipe 
especial para reprimir ata-
ques cibernéticos e espio-
nagem industrial por parte 
de grupos chineses. Mas 
algumas companhias estão 
relutantes em relatar inci-
dentes a autoridades.
O departamento está pe-
dindo a empresas privadas 
que notifiquem imediata-
mente o FBI se forem alvo 
de atividades do gênero.

no ano que se encerrou em 
março aumentaram 3,4%, 
atingindo cerca de 144 bi-
lhões de dólares.
Contudo, o lucro operacio-

nal, que mostra o quanto 
a empresa ganhou em seu 
negócio principal, caiu 
12,9%, chegando a 6,6 bi-
lhões de dólares.
Isso ocorreu porque a Hon-
da registrou as despesas 
decorrentes do desliga-
mento de empregados em 
fábricas no Reino Unido e 
na Turquia, que serão fe-
chadas em 2021.

Yokozuna Hakuho não vai participar do próximo torneio de sumô

Google apresenta ferramenta de tradução 
com uso de inteligência artificial

Premiê japonês promete trabalhar para 
melhorar ainda mais relações com a China

Sumô (03/05/2019)

Tecnologia e Negócios (08/05/2019)

China (08/05/2019)

O grande campeão 
yokozuna Hakuho não vai 
participar do próximo tor-
neio de sumô devido a uma 
lesão.

A Google está usando 
inteligência artificial para 
quebrar barreiras linguísti-
cas. A tecnologia de inteli-
gência artificial da empresa 
integra câmeras com tradu-
ção, dando informação em 
áudio em múltiplas línguas.
A Google apresentou a tec-
nologia na terça-feira, du-

O premiê japonês, Shinzo 
Abe, manifestou esperan-
ça de que as relações com 
a China melhorem ainda 
mais com seu encontro 
com o presidente chinês Xi 
Jinping.
Abe falou na terça-feira 

O terceiro dos seis grandes 
torneios de sumô vai ter iní-
cio em Tóquio no domingo.
Hakuho sofreu uma lesão 
em seu antebraço na luta 

rante sua conferência para 
desenvolvedores, em Mou-
ntain View, Califórnia.
O CEO Sundar Pichai co-
meçou a apresentação com 
um discurso defendendo 
que a tecnologia de inte-
ligência artificial deveria 
estar à disposição de todos. 
Ele declarou ainda que os 

em uma recepção para o 
embaixador chinês, Cheng 
Yonghua, que vai retornar 
a seu país neste mês após 
mais de 9 anos na função. 
Cheng é o enviado chinês 
que serviu por mais tempo 
no Japão.

contra outro grande cam-
peão, Kakuryu, no último 
dia da mais recente compe-
tição, realizada em Osaka 
no mês de março, na qual 

desenvolvedores de tecno-
logia da informação têm a 
responsabilidade de melho-
rar a vida das pessoas.
A Google demonstrou a 
função de tradução atuali-
zada usando a câmera de 
um smartphone. Ela era 
usada para ler um sinal, 
dando então traduções vi-

Abe disse aos cerca de 
800 convidados que o de-
senvolvimento estável dos 
laços cooperativos e ami-
gáveis entre os dois países 
pode contribuir para a paz 
e prosperidade na região e 
no mundo. Ele disse que as 

conquistou a Copa do Im-
perador e ampliou seus tí-
tulos na principal divisão 
para 42.

suais e em áudio em pelo 
menos 10 línguas.
Outra função mostra na tela 
de um smartphone, automa-
ticamente e em tempo real, 
legendas para uma conver-
sação em inglês.
Segundo a Google, melho-
ras nas legendas da inteli-
gência artificial irão ajudar 
pessoas com deficiência au-
ditiva, além de outras com 
dificuldade de compreender 
o inglês falado.

relações retornaram ao nor-
mal com sua visita oficial 
à China no ano passado, e 
que estão seguindo rumo a 
um novo estágio de desen-
volvimento.
O premiê acrescentou que 
está ansioso pela reunião 
com Xi nos bastidores da 
cúpula do G20, que será re-
alizada em Osaka, no oeste 
do Japão, em junho.

Terremoto de magnitude 6,3 
ocorre ao largo de Kyushu

Terremoto  (10/05/2019)

Um terremoto de magni-
tude 6,3 ocorreu na região 
sudoeste do Japão, na ma-
nhã desta sexta-feira.
A Agência de Meteorolo-
gia do Japão declarou que 
o tremor ocorreu dentro e 
em volta das províncias 
de Miyazaki, Kumamoto 

e Kagoshima. Uma inten-
sidade entre 4,5 e 5,0, na 
escala japonesa que vai 
de 0 a 7, foi registrada nas 
cidades mais atingidas, 
Miyazaki e Miyakonojo, 
na província de Miyazaki. 
A agência afirma que não 
existe ameaça de tsunami, 

embora possam ocorrer 
algumas mudanças nos 
níveis do mar.
A Companhia de Energia 
Elétrica de Kyushu disse 
que não existem irregula-
ridades na usina de ener-
gia nuclear de Sendai, na 
Província de Kagoshima, 

e que os reatores estão 
operando normalmente.
Disse ainda que a usina de 
Genkai, na Província de 
Saga, está operando nor-
malmente.
A Companhia de Energia 
Elétrica de Shikoku tam-
bém relatou que não fo-
ram registradas irregulari-
dades na usina de energia 
nuclear de Ikata, na Pro-
víncia de Ehime.

Ministros da Defesa do Japão e da Coreia 
do Sul poderão se encontrar em junho

Coreia do Sul (09/05/2019)

O Japão e a Coreia do Sul 
fazem arranjos para um en-
contro dos seus ministros da 
Defesa no início de junho 
em Cingapura.
O ministro da Defesa do 
Japão, Takeshi Iwaya, es-
pera poder dialogar com o 
ministro da Defesa Nacio-

nal da Coreia do Sul, Jeong 
Kyeong-doo, à margem do 
encontro sobre segurança 
da Ásia que leva o nome de 
Diálogo de Xangri-lá.
Caso se concretize, será o 
primeiro encontro de titula-
res da Defesa dos dois pa-
íses desde o incidente com 

radar ocorrido em dezem-
bro.
Tóquio sustenta que uma 
embarcação da marinha sul-
coreana direcionou o seu 
radar de rastreamento de 
alvo para um avião japonês 
de patrulha. Seul nega.
Os laços do setor ficaram 

estremecidos após o inci-
dente. O governo japonês 
cancelou a atracação de um 
destróier da Força Marítima 
de Autodefesa em porto sul-
coreano que estava planeja-
da para abril.
No encontro dos titulares 
da Defesa, o Japão pretende 
confirmar a determinação 
de cooperar mutuamente 
diante dos problemas nucle-
ar e de mísseis da Coreia do 
Norte.
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ー
ン
ズ
少

し
ょ
う

佐さ

が
軽か

る

い
気き

持も

ち

で
「
ジ
ャ
ッ
プ
部ぶ

隊た
い

な
の
か
」

と
言い

っ
た
た
め
、
第だ

い

４
４
２

部ぶ

隊た
い

の
少

し
ょ
う

尉い

が
「
俺お

れ

た
ち
は

ア
メ
リ
カ
陸り

く

軍ぐ
ん

４
４
２
部ぶ

隊た
い

だ
。
言い

い
直な

お

せ
！
」
と
激げ

き

怒ど

し
て
掴つ

か

み
か
か
り
、
少

し
ょ
う

佐さ

は

謝し
ゃ

罪ざ
い

し
て
敬け

い

礼れ
い

し
た
と
い
う

逸い
つ

話わ

が
残の

こ

さ
れ
て
い
る
と
い

う
。

　
　
　
　
　

◎

　

第だ
い

４
４
２
部ぶ

隊た
い

の
モ
ッ
ト

ー
は
「
Ｇ
ｏ 

Ｆ
ｏ
ｒ 

Ｂ
ｒ

ｏ
ｋ
ｅ
！
」。
意い

味み

は
「
当あ

た
っ
て
砕く

だ

け
ろ
！
」
と
い
う
も

の
。
こ
の
言こ

と

葉ば

は
、
元も

と

々も
と

は

　
「
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

は
ど
ん
な
料

り
ょ
う

理り

に
も
合あ

う
。
塩し

お

気け

が
強つ

よ

い
料

り
ょ
う

理り

に
も
負ま

け
な
い
味あ

じ

な
ん
で
す

よ
」
―
約や

く

２
３
０
年ね

ん

前ま
え

か
ら
続つ

づ

く
老し

に
せ舗
・
大や

ま
と和
川が

わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

の
佐さ

藤と
う

和か
ず

典の
り

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長
ち
ょ
う

（
６
１
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

）
が
そ
う
力り

き

説せ
つ

す
る
と
、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

ら
は
確た

し

か
め
る
よ
う
に
口く

ち

に
運は

こ

ん
だ
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
（
マ
ル
セ
ロ
・
マ
ト
ア
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
館か

ん

長ち
ょ
う、
以い

下か

Ｊ
Ｈ
）
主し

ゅ

催さ
い

の

講こ
う

演え
ん

会か
い

「
酒さ

け

の
美お

味い

し
さ
と
美う

つ
くし
さ
」
が
先せ

ん

月げ
つ

２
６
日に

ち

に
同ど

う

館か
ん

で
行お

こ
なわ
れ
、
約や

く

１
３
０
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うし
た
。
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

の
美お

味い

し
さ
に
酔よ

い
し
れ
つ
つ
製せ

い

造ぞ
う

手し
ゅ

法ほ
う

や
味あ

じ

わ
い
方か

た

を
学ま

な

ん
だ
。

ハ
ワ
イ
で
現げ

ん

地ち

化か

し
た
英え

い

語ご

で
「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
有あ

り
金が

ね

す

べ
て
を
つ
ぎ
込こ

む
」
こ
と
を
意い

味み

す
る
の
だ
と
い
う
。
当と

う

時じ

の
ハ
ワ
イ
で
は
ア
ジ
ア
か
ら
の

移い

民み
ん

が
多お

お

く
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

農の
う

場じ
ょ
うで
は
賭と

博ば
く

が
盛さ

か

ん
に
行

お
こ
な

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
関か

ん

係け
い

す

る
。
で
も
、
日に

っ

系け
い

人じ
ん

部ぶ

隊た
い

の

活か
つ

躍や
く

が
知し

ら
れ
た
後あ

と

、今い
ま

で
は

『
当あ

た
っ
て
砕く

だ

け
ろ
』
と
い
う

日に
っ

系け
い

人じ
ん

部ぶ

隊た
い

に
由ゆ

来ら
い

す
る
意い

味み

も
辞じ

書し
ょ

に
載の

る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
移い

民み
ん

が
受う

け

入い

れ
先さ

き

国こ
く

の
歴れ

き

史し

の
関か

ん

与よ

す

る
典て

ん

型け
い

的て
き

な
事じ

例れ
い

と
い
え
そ

状じ
ょ
うに
し
た
「
杉す

ぎ

玉だ
ま

」
に
つ
い
て

「
春は

る

に
作つ

く

っ
た
緑み

ど
り
の
杉す

ぎ

玉だ
ま

が

枯か

れ
て
茶ち

ゃ

色い
ろ

が
か
っ
て
く
る
。

こ
れ
が
酒さ

け

の
熟

じ
ゅ
く

成せ
い

の
具ぐ

合あ
い

を

物も
の

語が
た

る
」
と
説せ

つ

明め
い

す
る
と
、

来ら
い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
不ふ

思し

議ぎ

そ
う
に
写し

ゃ

真し
ん

を
見み

つ
め
た
。

　

試し

飲い
ん

会か
い

で
は
純

じ
ゅ
ん

米ま
い

大だ
い

吟ぎ
ん

醸
じ
ょ
う

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
、
大だ

い

吟ぎ
ん

醸
じ
ょ
う

辛か
ら

口く
ち

、
純

じ
ゅ
ん

米ま
い

辛か
ら

口く
ち

、
本ほ

ん

醸じ
ょ
う

造ぞ
う

寒か
ん

造づ
く

り
の
４
種し

ゅ

類る
い

の
「
弥や

右う

衛え

門も
ん

酒ざ
け

」
を
提て

い

供き
ょ
う。
茎く

き

わ
か

め
、
の
り
天て

ん

等な
ど

の
塩し

お

気け

が
強つ

よ

い
お
摘つ

ま

み
と
共と

も

に
味あ

じ

わ
っ
た
。

試し

飲い
ん

し
な
が
ら
の
質し

つ

疑ぎ

応お
う

答と
う

で
は
、「
米こ

め

は
全す

べ

て
無む

農の
う

薬や
く

な
の
か
」「
地ち

方ほ
う

に
よ
っ
て
好こ

の

ま
れ
る
酒さ

け

の
味あ

じ

は
あ
る
の
か
」

等な
ど

の
質し

つ

問も
ん

が
飛と

び
交か

っ
た
。

　
「
水み

ず

が
特と

く

別べ
つ

と
言い

っ
て
い
た

が
、
ど
う
特と

く

別べ
つ

な
の
か
」
と

い
う
質し

つ

問も
ん

に
は
、「
飯い

い

豊で

山さ
ん

の

　

愛あ
い

知ち

、
大お

お

分い
た

、
長な

が

野の

、
滋し

賀が

、
和わ

歌か

山や
ま

、
奈な

良ら

の
６
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
笠か

さ

戸と

丸ま
る

協き
ょ
う

会か
い

が
共

き
ょ
う

催さ
い

す
る
「
第だ

い

２
５
回か

い

屋や

台た
い

祭ま
つ

り
」

が
５
日か

に
聖せ

い

市し

リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
区く

の
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

で
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。
家か

族ぞ
く

連づ

れ
の
客

き
ゃ
く

等な
ど

で
賑に

ぎ

わ
い
、
約や

く

８
０
０
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
うす
る
大だ

い

盛せ
い

況き
ょ
うと
な
っ

た
。

　
「
入は

い

り
た
い
と
い
う
県け

ん

人じ
ん

会か
い

も
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
話は

な

す
の
は
、
会か

い

場じ
ょ
うを
提て

い

供き
ょ
うし
て

い
る
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
沢さ

わ

田だ

功
い
さ
お

会か
い

長ち
ょ
う。
今こ

ん

回か
い

は
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が

宣せ
ん

伝で
ん

に
力ち

か
ら

を
入は

い

れ
、
事じ

前ぜ
ん

予よ

約や
く

を
受う

け

付つ

け
た
「
味あ

じ

比く
ら

べ
セ

ッ
ト
」
は
、
昨さ

く

年ね
ん

か
ら
５
０

％
増ふ

え
た
４
０
０
食

し
ょ
く

分ぶ
ん

の
予よ

約や
く

が
入は

い

っ
た
。
全ぜ

ん

会か
い

員い
ん

で
協

き
ょ
う

力り
ょ
くし
合あ

い
、
一い

っ

週し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

か
ら

会か
い

場じ
ょ
うや
料

り
ょ
う

理り

の
準

じ
ゅ
ん

備び

を
始は

じ

め

て
当と

う

日じ
つ

を
迎む

か

え
た
。

　

子こ

供ど
も

が
遊あ

そ

べ
る
場ば

所し
ょ

を
設せ

っ

置ち

し
た
た
め
か
、
家か

族ぞ
く

連づ

れ

の
客き

ゃ
く

も
多お

お

か
っ
た
。
長な

が

野の

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
篠し

の

原は
ら

裕ひ
ろ

之ゆ
き

オ
ラ
シ
オ

会か
い

長ち
ょ
うは
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
孫ま

ご

を
連つ

れ

て
き
て
も
ら
い
、
早は

や

い
う
ち

来ら
い

社し
ゃ

し
た
皆み

な

さ
ん

　
日に

っ

伯ぱ
く

福ふ
く

祉し

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

（
与よ

儀ぎ

昭あ
け

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
第だ

い

２
回か

い

日に
っ

系け
い

福ふ
く

祉し

団だ
ん

体た
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
５
月が

つ

２
９
日に

ち

午ご

後ご

１
時じ

か
ら
午ご

後ご

５
時じ

ま
で
、
サ
ン
パ

ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

本ほ
ん

部ぶ

ビ

ル
５
階か

い

神じ
ん

内な
い

ホ
ー
ル
（R

u
a 

F
ag

u
n

d
es, 1

2
1

, 5
º 

an
d

ar, L
ib

erd
ad

e

）

に
て
開か

い

催さ
い

す
る
。
テ
ー
マ
は

「
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
対た

い

す
る
支し

援え
ん

と

人じ
ん

生せ
い

の
終お

わ
り
に
向む

け
た
活か

つ

動ど
う

に
関か

ん

す
る
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
課か

題だ
い

」。

　

同ど
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
上う

え

原は
ら

カ
ル
ロ
ス
医い

師し

が
「
高こ

う

齢れ
い

化か

と
支し

援え
ん

基き

準じ
ゅ
ん

に
与あ

た

え
る

影え
い

響き
ょ
う
」、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
長は

谷せ

川が
わ

美み

津つ

子こ

氏し

が

「
人じ

ん

生せ
い

終し
ゅ
う

活か
つ

」
を
テ
ー
マ
に

講こ
う

演え
ん

を
行お

こ
な

う
予よ

定て
い

。
ま
た
援え

ん

協き
ょ
う、
憩い

こ
い

の
園そ

の

、
社し

ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん

こ
ど
も
の
そ
の
、
希き

望ぼ
う

の

家い
え

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

の
４
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

も
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
、
財ざ

い

政せ
い

や
人じ

ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

に
関か

ん

す
る
討と

う

論ろ
ん

会か
い

を
行お

こ
な

う
。

　

同ど
う

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参さ

ん

加か

費ひ

は
無む

料り
ょ
う。
た
だ
し
事じ

前ぜ
ん

の
予よ

約や
く

申も
う

し
込こ

み
が
望の

ぞ

ま
し
い
。

　

足あ

立だ
ち

操み
さ
お

事じ

務む

局き
ょ
く

長
ち
ょ
う

は
「
高こ

う

齢れ
い

化か

と
終

し
ゅ
う

活か
つ

は
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
直

ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
問も

ん

題だ
い

。

一い
っ

般ぱ
ん

の
方ほ

う

も
関か

ん

心し
ん

を
も
っ
て
ぜ

ひ
来き

て
ほ
し
い
」
と
来ら

い

場じ
ょ
う
を

呼よ

び
か
け
た
。

　

予よ

約や
く

申も
う

し
込こ

み
、
問と

い
合あ

わ
せ
は
援え

ん

協き
ょ
う

福ふ
く

祉し

部ぶ

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
２
７
４
・
６
５ 

１
８
）
ま
で
。

登と
う

場じ
ょ
う

人じ
ん

物ぶ
つ

の
ジ
ョ
ー
ク
に
大お

お

き
な
笑わ

ら

い
声ご

え

が
起お

こ
り
、
主し

ゅ

人じ
ん

公こ
う

の
窮

き
ゅ
う

地ち

に
仲な

か

間ま

が
助た

す

け

に
来く

る
と
、
歓か

ん

声せ
い

と
拍は

く

手し
ゅ

が

巻ま

き
起お

こ
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
試し

合あ
い

を
生な

ま

で

観み

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
日に

本ほ
ん

な
ら
「
映え

い

画が

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
うで
き

な
い
」
と
周ま

わ

り
か
ら
苦く

情じ
ょ
うが

出で

る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、

感か
ん

動ど
う

の
場ば

面め
ん

で
周

し
ゅ
う

囲い

も
同お

な

じ

よ
う
に
感か

ん

じ
て
い
る
の
が
分わ

か

る
と
、
共

き
ょ
う

感か
ん

が
深ふ

か

ま
り
、
１

人り

で
観み

る
以い

上じ
ょ
うに
心こ

こ
ろ

を
動う

ご

か

さ
れ
た
よ
う
に
思お

も

え
た
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
周

し
ゅ
う

囲い

の
邪じ

ゃ

魔ま

に

な
ら
な
い
よ
う
に
笑わ

ら

い
声ご

え

を

抑お
さ

え
、ひ
っ
そ
り
と
観み

て
い
た
。

だ
が
、
そ
れ
が
な
ん
だ
か
恥は

ず
か
し
く
な
っ
た
。　
（
大
）

う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

本ほ
ん

日じ
つ

６
面め

ん

に
掲け

い

載さ
い

さ
れ
て

い
る
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

の
高た

か

木ぎ

ラ
ウ
ル
社し

ゃ

主し
ゅ

に
よ
る
「
な
ぜ
、

在ざ
い

外が
い

日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

者し
ゃ

だ
け
が
対た

い

象し
ょ
うに
？
（
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー
ル

バ
ス
廃は

い

止し

に
つ
い
て
）」
を
見み

て
、
驚お

ど
ろい
た
読ど

く

者し
ゃ

も
い
た
の
で

は
？　

弊へ
い

紙し

で
は
、
社し

ゃ

長ち
ょ
う

自
み
ず
か

ら
が
こ
の
問も

ん

題だ
い

に
取と

り
組く

ん

で
い
る
証

し
ょ
う

拠こ

だ
。
こ
の
文ぶ

ん

書し
ょ

を
、
日に

本ほ
ん

の
政せ

い

治じ

家か

や
関か

ん

係け
い

機き

関か
ん

に
送お

く

る
と
の
こ
と
。
ブ

ラ
ジ
ル
国こ

く

籍せ
き

の
家か

族ぞ
く

や
友ゆ

う

人じ
ん

と
一い

っ

緒し
ょ

に
訪ほ

う

日に
ち

す
る
際さ

い

に
、

日に

本ほ
ん

国こ
く

籍せ
き

を
持も

つ
一い

っ

世せ
い

だ
け

交こ
う

通つ
う

費ひ

が
違ち

が

う
と
い
う
の
は

問も
ん

題だ
い

だ
。
４
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

導ど
う

入に
ゅ
うを
目め

指ざ

し
て

い
る
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

が
、
ど
う
し

て
た
っ
た
数す

う

万ま
ん

人に
ん

し
か
訪ほ

う

日に
ち

し
な
い
在ざ

い

外が
い

日に

本ほ
ん

人じ
ん

だ
け
を

区く

別べ
つ

す
る
の
か
。
Ｊ
Ｒ
は
民み

ん

間か
ん

企き

業ぎ
ょ
うだ
が
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

導ど
う

入に
ゅ
うと
い
う
国こ

く

策さ
く

に
か
ん

で
い
る
以い

上じ
ょ
う、
ぜ
ひ
国こ

っ

家か

的て
き

な
視し

野や

か
ら
検け

ん

討と
う

し
な
お
し

て
も
ら
い
た
い
問も

ん

題だ
い

だ
。
ぜ

ひ
読ど

く

者し
ゃ

か
ら
も
こ
れ
に
関か

ん

す

る
意い

見け
ん

、
投と

う

書し
ょ

を
寄よ

せ
て
ほ

し
い
。

　

大や
ま
と和
川が

わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

、ニ
ッ
ポ
ン 

・
ベ
ビ
ー
ダ
ス
社し

ゃ

（
川か

わ

添ぞ
え

博
ひ
ろ
し

社し
ゃ

長ち
ょ
う）、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
今い

ま

井い

マ
リ
ナ
会か

い

長ち
ょ
う）
が
協

き
ょ
う

力り
ょ
く。 

利き

き
酒ざ

け

師し

で
、
輸ゆ

入に
ゅ
う

日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

を
扱あ

つ
か
う
酒さ

か

屋や

「
ア
デ
ガ
・
デ
・

サ
ケ
」
を
経け

い

営え
い

す
る
飯い

い

田だ

龍た
つ

也や

ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
さ
ん
が
通つ

う

訳や
く

を
務つ

と

め
た
。

　

大や
ま
と和
川が

わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

は
１
７ 

９
０
年ね

ん

に
創そ

う

業ぎ
ょ
うし
、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

喜き

多た

方か
た

市し

に
蔵く

ら

を
構か

ま

え
る
。

自じ

社し
ゃ

で
水す

い

田で
ん

を
持も

ち
、
米こ

め

作づ
く

り
か
ら
酒さ

け

造づ
く

り
ま
で
一い

っ

貫か
ん

し

て
行お

こ
な
う
酒さ

か

蔵ぐ
ら

だ
。
万ま

ん

年ね
ん

雪ゆ
き

を

頂い
た
だく
霊れ

い

峰ほ
う

飯い
い

豊で

山さ
ん

の
伏ふ

く

流り
ゅ
う

水す
い

約や
く

１
３
０
人に

ん

が
酔よ

い
し
れ
る

大や
ま
と和

川が
わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

が
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

講こ
う

演え
ん

に
県け

ん

人じ
ん

会か
い

と
の
接せ

っ

点て
ん

が
持も

て

ば
、
活か

つ

動ど
う

に
参さ

ん

加か

し
や
す
く

な
る
」
と
語か

た

る
。

　

祭ま
つ

り
で
は
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
屋や

台た
い

で
料

り
ょ
う

理り

を
販は

ん

売ば
い

。
そ
の
ほ

か
、
舞ぶ

台た
い

で
は
尺

し
ゃ
く

八は
ち

や
琴こ

と

の

演え
ん

奏そ
う

、
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
ダ
ン

ス
、
ひ
ま
わ
り
太だ

い

鼓こ

等な
ど

で
盛も

り
上あ

が
っ
た
。
リ
ッ
キ
・
ア

キ
オ
さ
ん
は
、
美み

川か
わ

憲け
ん

一い
ち

さ

セ
ッ
ト
は
４
０
０
食し

ょ
く

分ぶ
ん

の
予よ

約や
く

屋や

台た
い

祭ま
つ

り
、
８
０
０
人に

ん

が
来ら

い

場じ
ょ
う

！

１
９
日に

ち

に
福ふ

く

祉し

団だ
ん

体た
い

フ
ォ
ー
ラ
ム

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
高こ

う

齢れ
い

化か

と
終し

ゅ
う

活か
つ

例れ
い

年ね
ん

１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
う

が
参さ

ん

加か

子こ

ど
も
絵か

い

画が

教き
ょ
う

室し
つ

１
８
日に

ち

に

ん
を
思お

も

わ
せ
る
化け

粧し
ょ
うや
中

ち
ゅ
う

性せ
い

的て
き

な
衣い

装し
ょ
うを
身み

に
ま
と
い
観か

ん

客き
ゃ
くを
魅み

了り
ょ
うし
た
。
目め

玉だ
ま

の
ビ

ン
ゴ
大た

い

会か
い

で
は
、
各か

く

県け
ん

人じ
ん

会か
い

が
寄き

付ふ

し
た
花は

な

等な
ど

を
賞

し
ょ
う

品ひ
ん

と

し
て
１
位い

を
争

あ
ら
そ

っ
た
。

　

孫ま
ご

２
人に

ん

を
連つ

れ
て
遊あ

そ

び

に
来き

た
田た

中な
か

ケ
ン
ジ
さ
ん

（
６
５
、
長な

が

崎さ
き

県け
ん

）
と
妻つ

ま

の

ロ
ー
ザ
さ
ん
（
６
２
、
二に

世せ
い

）
は
、
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の

友ゆ
う

人じ
ん

に
誘さ

そ

わ
れ
、
初は

じ

め
て
屋や

台た
い

祭ま
つ

り
に
足あ

し

を
運は

こ

ん
だ
と
い

う
。「
孫ま

ご

は
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

が
好す

き

な
の
で
大お

お

喜よ
ろ
こび
。
特と

く

に
椎し

い

茸た
け

ご
飯は

ん

が
気き

に
入い

っ
た
み
た

い
」
と
ロ
ー
ザ
さ
ん
は
微ほ

ほ

笑え

む
。
夫お

っ
と

の
ケ
ン
ジ
さ
ん
は
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
お
好こ

の

み
焼や

き

が
大だ

い

好こ
う

物ぶ
つ

で
「
毎ま

い

年と
し

食た

べ
て

い
る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
美お

味い

し
い
ね
」
と
喜よ

ろ
こ

ん
で
い
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
農の

う

協き
ょ
う

婦ふ

人じ
ん

部ぶ

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
奥お

く

山や
ま

貴き

美み

子こ

会か
い

長ち
ょ
う）
は
「
第だ

い

１
１
回か

い

子こ

ど
も

絵か
い

画が

教き
ょ
う

室し
つ

」
を
、
宮み

や

城ぎ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

館か
ん

（R
ua Fagu

ndes, 
152

, L
ib

erd
ad

e

）
で

（７） ２０１９年第５２３９号 	 ５月	１１日	（土曜日）

日
に

本
ほん

酒
しゅ

について説
せつ

明
めい

する佐
さ

藤
とう

社
しゃ

長
ちょう

と通
つう

訳
やく

を務
つと

めた 
利
き

き酒
ざけ

師
し

の飯
いい

田
だ

さん

家
か

族
ぞく

連
づ

れで賑
にぎ

わう屋
や

台
たい

祭
まつ

り

「
シ
ュ
ラ
ス
コ
に
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

を
」

訂て
い

正せ
い

な
い
お
酒さ

け

」
と
佐さ

藤と
う

社し
ゃ

長ち
ょ
うは

自じ

信し
ん

た
っ
ぷ
り
。
そ
ん
な
同ど

う

社し
ゃ

の
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

は
、
ニ
ッ
ポ
ン
・

ベ
ビ
ー
ダ
ス
社し

ゃ

、
福ふ

く

島し
ま

県け
ん

人じ
ん

会か
い

、
ア
デ
ガ
・
デ
・
サ
ケ
等な

ど

で
購こ

う

入に
ゅ
うが
可か

能の
う

。
一い

ち

度ど

味あ
じ

わ

っ
て
み
て
は
？　

そ
の
う
ち
、

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

か
ら
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

の

う
ん
ち
く
を
聞き

か
さ
れ
る
時じ

代だ
い

に
な
り
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

第だ
い

４
４
２
部ぶ

隊た
い

は
「
テ
キ

サ
ス
大だ

い

隊た
い

の
救

き
ゅ
う

出し
ゅ
つ」
で
救

き
ゅ
う

出
し
ゅ
つ

し
た
直

ち
ょ
く

後ご

、
当と

う

然ぜ
ん

の
こ
と
テ

キ
サ
ス
大だ

い

隊た
い

は
抱だ

き
合あ

っ
て

喜よ
ろ
こん
だ
。
だ
が
同ど

う

大だ
い

隊た
い

の
バ

　

大や
ま
と和
川が

わ

酒し
ゅ

造ぞ
う

店て
ん

の
佐さ

藤と
う

和か
ず

典の
り

取と
り

締し
ま
り

役や
く

社し
ゃ

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば
、

現げ
ん

在ざ
い

最さ
い

大だ
い

の
輸ゆ

出し
ゅ
つ

先さ
き

が
ブ
ラ

ジ
ル
な
の
だ
と
か
。「
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

の
皆み

な

さ
ん
の
お
陰か

げ

。
輸ゆ

出し
ゅ
つし

て
い
る
酒さ

け

の
６
割わ

り

が
伯は

っ

国こ
く

に

行い

き
、
年ね

ん

間か
ん

２
万ま

ん

本ぼ
ん

輸ゆ

出し
ゅ
つし

て
い
る
」
と
語か

た

る
。
伯は

っ

国こ
く

で

最も
っ
とも
人に

ん

気き

な
の
は
「
純

じ
ゅ
ん

米ま
い

辛か
ら

口く
ち

弥や

右う

衛え

門も
ん

」。
キ
レ
と
旨う

ま

み

が
絶ぜ

つ

妙み
ょ
うの
バ
ラ
ン
ス
で
、「
シ

ュ
ラ
ス
コ
や
フ
ェ
ジ
ョ
ア
ー
ダ

等な
ど

の
脂

あ
ぶ
ら
っ
こ
い
料

り
ょ
う

理り

に
も
負ま

け

　

来ら
い

伯は
く

し
て
１
か
月げ

つ

、
先せ

ん

日じ
つ

初は
じ

め
て
映え

い

画が

館か
ん

に
行い

っ
た
。

「
世せ

界か
い

最さ
い

大だ
い

の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が

あ
る
の
だ
か
ら
、
日に

本ほ
ん

語ご

の

吹ふ

き
替か

え
や
字じ

幕ま
く

が
つ
い
た

映え
い

画が

が
上

じ
ょ
う

映え
い

さ
れ
て
い
る
の

で
は
」
と
期き

待た
い

し
て
探さ

が

し
た

が
見み

つ
か
ら
な
か
っ
た
。

　

仕し

方か
た

な
く
ポ
語ご

字じ

幕ま
く

が
つ

い
た
ア
メ
リ
カ
映え

い

画が

を
選え

ら

び
、

チ
ケ
ッ
ト
窓ま

ど

口ぐ
ち

で
は
携け

い

帯た
い

の

翻ほ
ん

訳や
く

ア
プ
リ
を
使つ

か

っ
て
や
り

取と

り
し
て
、
ど
う
に
か
買か

っ

た
。

　

詳
し
ょ
う

細さ
い

は
分わ

か
ら
な
い
が
素す

晴ば

ら
し
い
映え

い

画が

だ
っ
た
。
だ

が
そ
れ
よ
り
も
観か

ん

客き
ゃ
くの
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
反は

ん

応の
う

に
驚お

ど
ろ

い
た
。

Ｊ
Ｈ

日
に

本
ほん

酒
しゅ

を試
し

飲
いん

する来
らい

場
じょう

者
しゃ

ら

水み
ず

は
、
鉄て

つ

分ぶ
ん

が
ま
っ
た
く
な

い
花か

崗こ
う

岩が
ん

に
よ
っ
て
ろ
過か

さ
れ

て
い
る
。
そ
の
水み

ず

を
使つ

か

う
と
、

酒さ
け

も
柔や

わ

ら
か
い
優や

さ

し
い
味あ

じ

に

な
る
ん
で
す
」
と
回か

い

答と
う

し
、

日に

本ほ
ん

の
自し

然ぜ
ん

の
豊ゆ

た

か
さ
を
説と

い
た
。

　

参さ
ん

加か

者し
ゃ

の
チ
ア
ゴ
・
シ
ケ

イ
ラ
さ
ん
（
２
４
）
は
、
漫ま

ん

画が

を
読よ

ん
で
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
好す

き
に
な
り
、
現げ

ん

在ざ
い

は
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

青せ
い

年ね
ん

部ぶ

に
所し

ょ

属ぞ
く

し
て
い
る
。
日に

本ほ
ん

酒し
ゅ

の
試し

飲い
ん

で
は
大だ

い

吟ぎ
ん

醸じ
ょ
う

辛か
ら

口く
ち

、
本ほ

ん

醸じ
ょ
う

造ぞ
う

感か
ん

造づ
く

り
が
特と

く

に

気き

に
入い

り
、「
甘あ

ま

く
て
重お

も

す
ぎ

ず
、
自じ

分ぶ
ん

の
口く

ち

に
合あ

っ
た
。
ブ

ラ
ジ
ル
で
販は

ん

売ば
い

し
て
い
る
な

ら
ぜ
ひ
購こ

う

入に
ゅ
うし
た
い
」
と
語か

た
っ

た
。

１
８
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

す
る
。
参さ

ん

加か

申も
う

し
込こ

み
は
１
３
日に

ち

ま
で
。

午ご

前ぜ
ん

８
時じ

半は
ん

、
午ご

後ご

１
時じ

半は
ん

か
ら
の
２
回か

い

開か
い

催さ
い

。
参さ

ん

加か

費ひ

無む

料り
ょ
う。

　

例れ
い

年ね
ん

１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うが
参さ

ん

加か

す
る
絵か

い

画が

教き
ょ
う

室し
つ

で
、
五ご

木き

田た

綾あ
や

子こ

さ
ん
が
講こ

う

師し

を
務つ

と

め

る
。
完か

ん

成せ
い

し
た
作さ

く

品ひ
ん

は
審し

ん

査さ

の
後あ

と

、
一い

っ

般ぱ
ん

社し
ゃ

団だ
ん

法ほ
う

人じ
ん

家い
え

の
光ひ

か
り

協き
ょ
う

会か
い

主し
ゅ

催さ
い

「
第だ

い

２
７
回か

い

世せ

界か
い

こ
ど
も
図ず

画が

コ
ン
テ
ス

ト
」
に
伯は

っ

国こ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うと
し
て
送お

く

ら
れ
る
。

　

対た
い

象し
ょ
う

年ね
ん

齢れ
い

は
６
歳さ

い

か
ら

１
５
歳さ

い

。
当と

う

日じ
つ

は
、
ク
レ
ヨ

ン
、
画が

用よ
う

紙し

、
布ぬ

の

切き

れ
を
持じ

参さ
ん

す
る
こ
と
。

　

来ら
い

社し
ゃ

し
た
画が

家か

の
金か

ね

子こ

謙け
ん

一い
ち

さ
ん
は
、「
今こ

年と
し

も
楽た

の

し

く
絵え

を
描か

き
ま
し
ょ
う
」
と

参さ
ん

加か

を
呼よ

び
か
け
た
。

　

参さ
ん

加か

申も
う

し
込こ

み
、
問と

い
合あ

わ
せ
は
同ど

う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
３
８
３
５
・
６
７
７ 

５
、
メ
ー
ル
＝ad

esc-
sp@

gm
ail.com

）ま
で
。

を
仕し

込こ

み
水み

ず

と
し
、「
弥や

右う

衛え

門も
ん

酒ざ
け

」
な
ど
の
銘め

い

酒し
ゅ

を
生う

み

出だ

し
て
い
る
。
特と

く

に
「
大だ

い

吟ぎ
ん

醸じ
ょ
う

弥や

右う

衛え

門も
ん

」
は
、
全ぜ

ん

国こ
く

新し
ん

酒し
ゅ

鑑か
ん

評ぴ
ょ
う

会か
い

で
８
年ね

ん

連れ
ん

続ぞ
く

金き
ん

賞し
ょ
うを
受じ

ゅ

賞し
ょ
うし
て
き
た
。

　

講こ
う

演え
ん

会か
い

で
佐さ

藤と
う

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
、

１
年ね

ん

間か
ん

の
酒さ

け

造づ
く

り
の
様よ

う

子す

を

写し
ゃ

真し
ん

を
見み

せ
な
が
ら
説せ

つ

明め
い

し

　

９
日か

付づ
け

の
本ほ

ん

面め
ん

の
コ
ラ

ム
「
大お

お

耳み
み

小こ

耳み
み

」
の
記き

事じ

中
ち
ゅ
う

に
誤あ

や
ま

り
が
あ
っ
た
。
サ
ン
パ

ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

が
リ
ッ

フ
ァ
（
協

き
ょ
う

力り
ょ
く

券け
ん

）
に
つ
い
て

「
販は

ん

売ば
い

を
行

お
こ
な

っ
て
い
る
」
と

あ
っ
た
が
、
正た

だ

し
く
は
「
販は

ん

売ば
い

に
向む

け
て
準

じ
ゅ
ん

備び

中ち
ゅ
う」
だ
っ

た
。
お
詫わ

び
の
上う

え

、
訂て

い

正せ
い

す

る
。

た
。「
米こ

め

を
収

し
ゅ
う

穫か
く

し
、
初は

じ

め
て
そ
の

年と
し

の
酒さ

け

造づ
く

り
を

す
る
時と

き

に
、
成せ

い

功こ
う

と
安あ

ん

全ぜ
ん

を
祈い

の

る
た
め
に
神じ

ん

社じ
ゃ

へ

お
参ま

い

り
に
行い

く

ん
で
す
」
と
い
う

昔む
か
しか
ら
の
習な

ら

わ

し
に
、
来ら

い

場じ
ょ
う

者し
ゃ

は
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

そ
う

に
頷う

な
ずく
。

　

さ
ら
に
杉す

ぎ

の

葉は

を
集あ

つ

め
て
玉た

ま
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